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はじめに 

 

この履修の手引は、工学域に入学した諸君がこれから４年間で学修する科目の履修方法、

成績評価などについて記載したものです。少々硬い表現になっていますが、約束事になって

いますので、よく読んで履修して下さい。 

この中には、 

１．工学域・工学研究科の教育理念・目標 

２．卒業に必要となる単位の一覧表 

３．定期試験および成績評価 

４．その他、学生生活で必要となる連絡事項 

５．各学類・課程の教育目標・目的 

６．各学類・課程の標準履修課程表 

７．履修に関する規程・大阪府立大学工学域規程 

８．シラバス 

９．時間割、教員組織表 

などについて詳しい説明があります。卒業まで大切に保管してください。 

 ただし、８．シラバス、および ９．時間割表、教員組織表は別冊になっています。 

（これらについて、２年次以降は、学生ポータルより各自確認すること。） 

 

現代社会は、グローバル化と科学技術の発達により、急速に変化し、このような変化は社

会に様々な問題を引き起こしています。科学技術を用いて有用な事物を構築し、このような

問題を解決することが、工学の重要な役割です。このような役割を果たし続けるためには、

工学を教育・研究する組織は、急速な社会の変化に対応できる高い機動性と柔軟性を持つ必

要があります。 

工学域では、大学改革の趣旨を踏まえて、平成24年度より従来の10学科組織を、電気電子

系学類、物質化学系学類、機械系学類、の大括りの３学類組織に改編しました。 

各学類には次のとおり教育課程を置いています。 

・電気電子系学類 

情報工学、電気電子システム工学、数理システム、電子物理工学 

・物質化学系学類 

応用化学、化学工学、マテリアル工学 

・機械系学類 

航空宇宙工学、海洋システム工学、機械工学 

 

 大学では、自らの意思で自立的に学ぶことが基本になっています。これからの４年間で、

豊かな人格と教養を身につけ、工学の専門的な基礎知識を学んで、将来直面するであろう

工学的問題を解決する基本的な能力を培い、創造性と個性を伸ばせるかどうかの鍵は、諸

君自身が握っていることを自覚して、有意義な学生生活を送るように期待します。 
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Ⅰ．大阪府立大学工学研究科・工学域 教育理念･目標 

 

大阪府立大学工学域では、大学院工学研究科に継 する 教育を ていることか 、教育理念・目標

を れ れに り して す きでないとの の基に、 に大学院工学研究科の理念を に す

ることにしている。 

 

基本理念

大阪府立大学大学院工学研究科・工学域は、科学と の 域で る工学において、

真理の 究と知の創造を重視し、自 環境と調和する科学 の発 を り、 能な

社会の発 と 化の創造に することを の基本の理念とする。

教育理念

大阪府立大学大学院工学研究科・工学域は、この基本理念のもとで教育・研究を し、

人と社会と自 に対する い視 と い知 をも 、 かな人 性、高い倫理観および専

門能力を 、工学における重 な を主体的に して問 の に努め、社会

の発 、 の 上および 化の創造に できる ・研究 を育成する。

工学域においては、 い 的知 および工学分 の専門知 に基づいて問 を し、

評価し、 する基本的な能力を い、創造性と 性を し、 かな教養、高い倫理観

と専門能力を た人 を育成する。

工学研究科 においては、工学分 の な専門知 の教授と研究 を し

て、基本的研究能力と問 能力を い、自 知的 を創造し、 域を開 できる

人 を育成する。

工学研究科 においては、工学分 の高度な専門知 の教授と研究 を し

て、自立して研究活動を い、 の成 を 評価する能力を い、 しい知 を体 化

し、 的な工学 域を創生できる人 を育成する。

教育目標

工学域においては、 の 目を 体的な達成目標とする。

１． かな教養をも 、工学 、自 、環境、社会、 、人 、 化と のよ な

に るかを 理 する。

２．工学の専門知 と を体 的に学び、応用できる。

３． 本 で科学・ 上の を、 、 こと でき、 理的・科学的な で

きる。

４． として、国際社会で活 するのに な による 理的な記 力、 発

力、 な の シ 基礎能力をもつ。

．科学・ を 用することにより、対 を 理的・科学的に分 すること できる。
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． な を用いて な科学・ の を、 ・分 し、 す

ること できる。

．科学・ を 用することにより、社会の な問 を するための創造能力

能力 をもつ。

．科学・ 社会と自 に す を し、 社会に対して ている

を自 し、高い倫理観をもつ。

．科学・ の知 を、生 に て、自主的、継 的に学習・習 する能力を につ

ける。

工学研究科 においては、 の 目を 体的な達成目標とする。

１． ・研究 として社会に する 、 人・社会・自 に す に

ついて る姿勢と 、高い倫理観の る 力を 。

２．社会の 化と科学 の しい進 に主体的に対応できる い視 、基礎学力およ

び な 力を 。

３．専門分 の基礎的知 ・ および の応用力を育成し、問 のために 自の発

で を する能力と研究を する基本的能力、 して知的 を創造する能力

を 。

４． 本 能力、 能力の 上を り、会話・ 能力、学 の調 ・

分 能力な びに学 ・ の 能力を 。

．自 した研究の成 を として とめる能力、学会・研究会 で発 ・ す

る能力を 。

．学域学生に対する 習・ の教育 の を して、 教育研究 の基礎的能力

を 。

工学研究科 においては、 の 目を 体的な達成目標とする。

１．工学における重 な を主体的に するとともに、 的価 の る問 を

し、分 ・ ・評価することによ て、 しい知 を体 化する能力を 。

２． れた学 を するとともに、国内 の学会、国際会 において 発 ・研

究 する能力を 。

３．自 の専門分 を するにと 、 分 の研究と に 目を け、

創的な科学と を開 し、 たな学問、 的な工学 域と を り 能

力を 。

４． 化に対する理 と シ 能力の 上を り、国際的に活 できる能

力を 。

．学域および の学生に対する ・研究の教育研究 の を して、

教育研究に対する 能力を 上させる。
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基本姿勢 
大阪府立大学大学院工学研究科・工学域は、上記の理念・教育目標を達成するための基本

姿勢として以下の点に努める。 

 
１．基礎研究と応用研究を調和させて推進できる研究組織を構築し、構成員の能力を十分 

発揮できる研究環境を保証し、国際水準の研究の推進に努める。 
２．学問の自由と人権を守りつつ、高い倫理観に基づいた教育・研究を保証する評価シス

テムを構築し、教育研究活動を活性化させる運営に努める。 
３．教員は、対話による教授を重視し、高度に専門的な知の継承を促す教育に努め、学生

は、自学自習を基本として、主体的かつ創造的な研究能力の涵養に努める。 
４．真に開かれた大学として成長をつづけるために、国際交流はもとより、国内および大

阪を中心とする地域社会との連携を強化することに努める。 
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 工学域履修要項 

 

１． 工 学 域 の 教 育 の 特 色 

生 のつ づきを とともに、大学生としての基礎的学 能力の養成と学生の創造能力の

育成を目的として、 教育科目の 科目 ２ を とする。

教養教育を重視し、 教育科目の教養科目では、人 社会科学 科目、教養 開科目か 、

以上を とする。

専門基礎科目は でに 以上 する る。

としての高い倫理観を い、 かな人 性を育 ために、学域 科目 環境倫理 ２

と 科目 工学倫理 ２ を とする。

基礎的な テ シ を育成するため、 基礎科目 基礎 社会と 倫理を 。

２ と専門基礎科目 門 ２ を とする。

による シ 基礎能力の育成を重視し、 教育科目の 国 科目

を とする。 た工学に 化した の 能力・理 能力の養成を目的とした 科目 １

たは２ を で とする。

本 による 理的な記 力、 の基礎能力、 テ シ 能力、 び 的に研究を進

める能力を、 科目を して育成する。

教育の 環として、 教育科目の教養科目 自 の と ２ と連携する

学域 科目 のための ２ を開 し、専門 、 としての

自 を養い、 のための 教育を 。 た 体 を て な におい

て に生 する 問 を 体的に分 し、 してい 能力を育成することを目的として、学域

科目 工学域 シ ２ を開 する。

工学 と 学 で学 学問分 を 的に し、学問分 の 体 を する視点を する

ことを目的として、 に 学 に 的な学 基 科目を開 する。これ の科目の 門的な

性 を重視して、 度の専門化を かないよ に 重に しつつ、 科目として開 する。

学 では、学 基 科目を４ 以上 とし、 学 に する学生と教員 体とな

て 学 の 的な教育目的・目標を達成する 組 を り れる。
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． 工 学 域 の 学  

工学域には以下の３学 １ されており、 学 ・ の び 学 員は下 のとお

りで る。

 

       １  工学域の学  

学  学 員 

学

工学

１
システム工学

理システム

理工学  

化学 学

応用化学  

１４化学工学  

テ 工学  

学

工学  

１３システム工学

工学

４

 

 

． 学 学  

  学 ４ １ に り、 ３ ３１ に る。

学 は４ １ か ２ で。

は ２ か ３ ３１ で。

  ・ 、国 の に する に する 授 、

授 調 を 、本学記念 ４ 、 ・ ・

 

しい授 および は、 度 に め れる学 による。 度、学生

および大学 ム で すること。た し、 教員 と めたときは、

の の に授 を る。
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  の                   

１ 授 科目は、 教育科目の 科目 と教養科目 人 社会科学 科目、

自 科学・ 域 科目、教養 開科目 び基 科目 国 科目、 ・ス 科学科

目、 基礎科目 、専門基礎科目 理 基礎科目 、専門科目、 科目 教 科目 に分か

れる。

２ 専門科目以 は、主として高 教育推進 構 科目を開 する。  

３ 専門科目については、 学 ・ の標準 に基づき、工学域 科目を開 する。

に しては、本工学域 に なけれ な ない。

 

 

． の                   

授 科目の は、 のとおり め れている。

   の  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

科 目 授  授    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

共
通
教
育
科
目 

科目 習 １ １  １ 

教養科目 、 習 １ １  １ 

基
盤
科
目 

国 科目 習 １ １  １ 

ス  
科学科目 

、 習 １ １  １ 

基礎科目 １ １  １ 

専門基礎科目 理 基礎科目
、 習 １ １  １ 

２ １ １

専門科目

、 習 １ １ １

、 習、  ２ １  １ 

研究 ４ １  １ 

習は、 ２ １ で１ のものも る。

 

 

  

 

 

について

上記の によると、 習・ 習・ 研究な を いて、 大学では に 分授 を している

つ、 授 を けると できるよ に る 、 は、 を するためには 学 す

ること 基本にな ており、 の授 けでは すること できない。すな 、 の に

は、 の 習、 の 習に て、 の授 を けることを している。授 では の

せ れること い 、これは な を するためには しても で る。

高 な でも とい を ている 、この は 授 を けるかに り、大学

における とは なるので、十分な で る。 に 習、 習を いな 授 を け

ること の基本で ることを れてはな ない。
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． 履 修 履 修 の                     

１ 教育科目 

教育科目は、主として高 教育推進 構の教員 し、 の科目 、 、

については、高 教育推進 構発 の 授 科目 高 教育推進 構 科目 に記 され

ている。 に しては、本 の 教育科目、自由 の記 と せて し、

テ シ に の上、 な を こと。

国人 学生 び 本 を としない学生を対 に高 教育推進 構 科目を開 して

いる。なお、 科目は に により に ること できる。

については 授 科目 高 教育推進 構 科目 び 科目の を す

ること。

２ 専門基礎科目 理 基礎科目

授 科目は、内 の 連性と学 の 度な の か な に され、これに基づき、

学 ・ に 成されているので、これに て すること。た し、教育 を

より 高めるため、 科目・科目内 ・ ・ される る。

科目 の に るいは な の る 、 、 ・・・の に することを推

する。

科目によ ては の について、 科目 び 科目 め れている。

・ 科目とは、 する に しておかなけれ 、 の科目の を されない

の科目で る。 科目は標準 中の に の科目 を で

で されている。

・ 科目とは、 の科目を する に しておかなけれ 、 の科目の とな

る の科目で る。 科目は、標準 中の に、 の科目 を

で で されている。

３ 専門科目

専門科目は、学域 科目・学 基 科目・ 専門科目で 成されている。

科目 分 に す き め れているので、 する でにこれを たすよ に

的に する る。

の専門科目も、 の の する ３の科目を いて すること できる。 学

の の専門科目は、自 の専門科目に４ で めること でき、 た、 学 の専門科

目は自由 の に めること できる。

に達していない専門科目の を する は、授 教員 の承 を れ

できること る。 し は教育推進 教 ３ に問い せること。

に達していないと すること できない科目は、標準 中に下 を いた科目

で る。
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４ 自由

するためには、自由 の を４ 以上 しなけれ な ない。

自由 として めている科目は のとおり。

・ 学域の専門科目 た し、 自由 科目 に記 の科目に る。

・工学域の 学 の専門科目 た し、 ３の科目を 。

・ を て した 教育科目

科目

科目は、教育 員 の に な 教 に する科目 のことで り、進

に めることはできない。

教育 員 の を する は、教育推進 教 ３ 教 に

する 会に し、教育推進 教 発 する 教 の を するこ

と。

、 および自由科目の 分

授 科目は 科目、 科目、自由科目に 分される。 科目は、 するために

な科目で る。 科目は、自由に し できる 学 の に す き

め れているので、これを たすよ に する る 標準 中

の を する を のこと 。自由科目は、 に れない科目で る。

の

大学、 大学 国の大学 を たは大学以 の教育 を たは中 学し、

たに本学の１ に 学した の については、教育上 と め れる に り、

を ない で本学において したものとして されること る。 学

生は、 学 度の４ １ でに教育推進 教 ３ し ること。

TOEICス の 以上の 、１ の 科目の を 度

る。 は４ １ でに すること。 し は、教育推進 ・

３ 教育教 に問い せること。

に する について

授 教員は、 ス を している。これは、 された ・ には、

に なしでも学生 問し、 に すること 授 中の 問な を するための

できる で る。大いに活用して しい。 ス は、シ スを すること

学生の 学、進 な について は を 教員を いている。 進 に し

る は、教育推進 教 ３ は学生 に すること。
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    の学  

学   
の学生 け をできる科目 

標準 中の科目 に のついた科目  

 

工学  
工学 習 、 工学 習 、 工学 習 、 工学 、

工学 、 工学 習、 工学 研究  

システム

工学

システム 、 システム工学基礎 、

システム工学 、 システム工学 、

システム工学 、 システム工学 研究

理システム  理システム 研究、 学 門 

理工学  
理工学 研究、 理工学 、 理工学 、

理工学 習、 力学

応用化学  
応用化学 、応用化学 、応用化学 、応用化学 、

応用化学 、応用化学 研究、化学 国 習

化学工学  

化学工学 、化学工学 、化学工学 研究、

テ ス、 ス 、化学工学 学 習、化学工学 習 、

化学工学 習 、化学工学 習 

テ 工学

テ 工学 、 テ 工学 、 テ 工学 、

テ 工学 研究、 テ 工学基礎 習、 テ 工学 習 、

テ 工学 習 、 テ 工学 国 習、社会・ と 、 
工 習、 テ 工学 国 基礎 

工学  

工 習、 工学 、 工学 、 ス ス

、 工学 研究、 工学 習 、

工学 習 、 工学 習 、 工学 習 、

工学 理、 工学 、 工学 、

工学

システム工学

工 習、 システム工学基礎 習、 システム工学

習 、 システム工学 習 、 習、 
システム工学 、 システム工学 習、 システム工学

研究 

工学  

工 習、 習 、 習 、 工学 、

工学 、 工学 習 、 工学 習 、 
工学 研究、 工学  
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． 

１ 科目を するためには、 教員の承 を けるため、 中に学生 より

をしなけれ な ない。

なお、 承 とな た は、 により教育推進 教 ３ か さ

れる。

２ び は、 び の めに、教育推進 教 ３ か

される。 については、 の を すること。 

３ の るいは、 科目の は め れない。た し、 教員

の 由 ると めた に り、 理されること る。 

４ に、２科目以上を重 して することはできない。 

１ に 科目として できる は、 でとする。 は のと

おりとする。

できる

１ ２４ で ２ で で

２ ４ ２ で ２ で で

た し、工学域 シ 、 工学 、 科目 び に れな

い科目 自由科目 はこの に れない。

た、 る に れた成 する 以上の を めた学生については、

の の における の際に、上 を てさ に の を めるものとする。

とな た科目を めて するには、 度以 に び をしなけれ な ない。

すでに を した科目は、 び できない。 

の科目 、 学 ・ の授 に る で ても、専門科目については、

として 学 ・ の授 に されている科目を、 しなけれ な ない。

の い科目は、 教員 、 な の な で を する

こと る。

を承 されなか た は、 の科目を めて すること できる。 

、 により 科目に り ないか かを すること。

対 科目について、 学 ・ 学生 の承 れる に り、２科目以

内で り すこと できる。

． の 修                     

１ の承 を て に した に、 れる。た し、授 科目により、 に

る の で評価される る。

２ を 、 の を ない理由によ て できなか た は を

る。 

教育科目の 科目 びに教養科目、基 科目、専門基礎科目、 科目については、

か 以内 に教育推進 ・ ３ 教育教

に すること。 の証 。
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専門科目については、 授 教員に すること。 

３ 科目の成 は、 科目のシ ス に される で 授 教員によ て評価される。

４ 科目の成 は、科目 に １ 点を 点とする点 で評価され、 点以上の 、

となり、 の を できる。 点 の は となり、 を できない。

た、点 により １ 点 、 点 、 点 、

点 、 と 分する。

成 の発 は、 、 、 、 、 の評 により 。 科目の成 を学 に発 する

には、 、 、 、 の 記を用いる。 評価は記 しない。

 成 評価は、上記の 点 点とした 点による評価以 に、 によ

ても れる。これは、上記の成 評価 、 、 、 、 に応 て、 の は

、 の は 、 の は 、 の は 、 の は として 科目

す ての を めたもので、

科目で た の科目の した

として される。

た し、この の対 となる科目は 科目で る 、 として

した科目、 により した科目および 科目 に

たもの は対 となる。

評価点 点 点 評

   

   

   

   

   

成 証 に、 の 点での を記 する。

学 で た 科目の の の 学 で

した の

科目の成 発 は、教育推進 教 ３ す か 学生

により できる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GPA の  

 のとおり、 をしな 中で の科目の を すれ 、 の科目の は になるので、

は なる。これは、点 評価を基にした では分か ないもので、成 評価の つとして 用される

ことになる。

さ に、 す ると の学 お かになり、 な の 能になると

れるので、 に できる上 め れている これをC と 。

CAP  

 、 の において できる の上 を ける 度で る。大学におけ

る は授 の学 を めた標準 の学 を する教育内 をも て構成されるものとされてお

り、授 での学 を 保するためには、 の上 を ける る。

は 、 を上 とし、 以 は 、 の上 を としている。た

し、工学域 シ 、 工学 、 科目、 た、 に れない科目 自由

科目 は しない。この上 を ないよ よ て の を立てること。
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．  

１ か め 承 された科目の 、 すること できる。

２ に際しては、 学生証を し、 した 上に こと。学生証を れた は、

に教育推進 教 ３ で の交 を けること。これを た

は、 を しないこと る。

３ を開 して３ 分 の は を されない。 た３ 分を しなけれ

は されない。

４ な により、 されている は、 の に すること。 の

された 以 で した は とする。

上には、 を された 教科 、 な る を いて、学

生証、 記 以 を いてはな ない。

携 話な の は、 に された を き、 を りか の中に れてお

こと。 た、 を発する たと の ム な で、 人に をかけてはな

ない。

中、学生 の の 記 な も は めない。 た は する。

された 用 には、 の に、学 、学 ・ 、 な を 記 す

ること。

用 は か されたものを 用し、 き た 用 もす て すること。

されたものは、 されたもの以 は てはな ない。

いかなる においても、自 たは 人のために をしてはな ない。

を めた には、 の 、 な を る。 はこれに

なけれ な ない。

を た は、下記の 分を けるとともに学 に基づいた 分 、 学、

学な を けること る。

教育科目の の には、 学 の 教育科目における 中科目の を

て とする。

専門基礎科目、専門科目、 科目の の には、 学 のこれ ３つの科目 分にお

ける 中科目の を て とする。た し 、 習、 習科目についてはこの りで

ない。

には、 の際に を こと、 を されていない

を ること、 の学生の をの き ることな れる。

 

 

１ ． 履 修  

１ 学生 自分の成 、 な を できることを目的に、 け れ

ている。

２ は、教育推進 教 ３ する に学生 より でき

る。 の の として 用するな 、 で保 すること。
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１１． の の

１ 高 的に運 を したときは、授 を ない。

２ 阪和 と 本 に運 を 的に したときは、授 を ない。

３ 大阪環 と大阪 営地下 に運 を 的に したときは、授 を ない。

上記 １ 、 ２ について、 でに運 を開 したときは、 おり授 を

い、 １ でに運 を開 したときは、 の授 を 。 

４ 大阪府に 、 たは に 発 されているときは、授 を ない。 た、

の 点で 発 されているときは、 の授 を 、 １ の 点

で 発 されているときは、 れ以 の授 を ない。

なお、学 習な は、 記 を 教員の により授 を ないこと る。

習 の 地 たは に したときは 習は ない。

、 発 された は、自 の の を に 動して さい。

の る は、 に めて する。

− 13 −



１ ． 履修 要  

１ 研究を するには、 教育科目の 科目 び教養科目 人

社会科学 科目、自 科学・ 域 科目、教養 開科目 と基 科目 国 科目、 ・

ス 科学科目、 基礎科目 、自由 、専門基礎科目 理 基礎科目 、専門科目

の か 、 １ ２ 以上を しなけれ な ない。

２ 下記科目は の に めることはできない。

科目 教 、 国 科目、 学研 科目、 科目 に

た を 、 専 の の に れない科目、教 用に開 している専門基

礎科目・専門科目  

３ ４の に する科目 の は、 の にす て れ な ない。 

 

     履修  

学  

に な科目と の ３ でに

す き に する科目と

工学

教育科目 国 科目 １２

専門基礎科目 の 理学 、応用 理 ４

専門科目

・ 科目の 工学 習 、 工学 １

上記を 科目 ４ か ３ 以上

以上

シス

テム工学

教育科目

の ３ の か ２ 、

基礎２ 、 国 科目 １２ を ２ 以上

専門基礎科目

・ の 理学 、応用 理 ４

・ の ３ の か を 科目１

以上および 科目１ 以上

専門科目

・ の システム工学基礎 、 システム工学

・ 科目１４ の か の 学 、 を

以上

以上

理システム に しない 以上

理工学

教育科目 国 科目 １２

専門基礎科目

・ の 理学 、応用 理 ４

・ の ３ の か を 科目１

以上および 科目 以上

専門科目

・ の 理工学 ４

・ の の か を 科目１２

以上

以上
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学 学  

に な科目と の ３ でに

す き に する科目と

応用化学

教育科目

・ ２

・基 科目 を び教養科目の１４ の １２ 以上

・ 基礎科目 び 国 科目 の１４ の １２ 以上

専門基礎科目

・ の 理学 、化学 、応用 理

・ を の専門基礎科目を１４ 以上

・ を 専門基礎科目を 以上

専門科目

・学 基 科目 と学域 倫理科目４ の １ の の

以上

・ の応用化学 の １

以上

化学工学

教育科目

・ 科目１ 中１４ 以上

・ 科目１４ 以上

専門基礎科目

・ の 科目 理学 、応用 理 、化学

の 科目を 専門基礎科目の 、

・ 科目１ 中１ 以上

・ 科目１ 以上

専門科目

・ の 科目 化学工学 、

テ ス

・ の 科目を の専門科目２ 中２ 以上

以上

テ

工学

教育科目

・ ２

・ 国 科目 １２

・ の 基礎科目 基礎 ２

専門基礎科目

・ の 理学 、化学 、応用 理

・ の 科目 門 ２

・ および 科目を の か １２ 以上

専門科目

・学 基 科目

・ の テ 工学 、 工 習

・社会・ と 、 の構造・組織、 構造 、 、

の 以上

・ 化学 性 組織 強度

スの１ の １２ 以上

以上
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学

に な科目と の ３ でに

す き に する科目と

工学

 教育科目 ２４ 以上 た し、 ２ 、

基礎２ 、 以上を

 専門基礎科目 ３ 以上 た し、 理学 ２ を

科目１ 以上を

 専門科目

中、 工学 の４ を めて、 ４

以上 た し、 工学 習 、 工学 理、

工学 、 か 以上を こと

以上

システム

工学

専門基礎科目 の 理学 ２

専門科目 工 習、 システム工学基礎 習、 システム

工学 習 、 習、 システム

工学 、 システム工学 習

以上

工学

教育科目

・ 科目 ２

・ 基礎科目 ２

・ １２ の か １ 以上

専門基礎科目

・ 理学 ２

・ 理学 以 の の 科目 ２ の か １２ 以上

・ 分 、 、 、 分 、

、 、 基礎 の 科目について、 に な

以上の か ４ 以上

専門科目

・ の学域 科目 ４

・学 基 科目

・ 工学 の ・ ・ 習１ の か 以上

以上

 

 １ ．  

１ ４ 以上 学生の は、教授会で める 以上 本学に 学し、 において

記の のもとに科目 びに に した ての 科目の を

以上の を した には、教授会の を て され、学 工学 の学 授

される。

２ 本学に３ 以上 学した で、 の める として す き を な成

で した学生は、３ で すること できる。

し は教育推進 教 ３ に問い せること

３ 学 は、 学生の 、教授会で める 学 を ること できない。

学 は、 学 に されない。  

４ について

本学に４ 以上 学し、学 の に を たした については、教授会の

を て、 に を める。
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   要  

科 目

共
通
教
育
科
目

科目 ２

３

教養科目

人 社会科学 科目

教養 開科目

自 科学・ 域 科目

基 科目

国 科目 １２

国 科目 国

・ス 科学科目

基礎科目 ２

専門基礎科目 理 基礎科目 ３

専門科目
学域 科目 ４

学 基 科目

自由 ４

１２

科目 教 、 国 科目、 学研 科目 び 科目 に た を
は、上記の に めること できない。 た、 専 の の に れない科目 自由

科目 も上記の に めること できない。
なお、教 用に開 している専門基礎科目、専門科目で にな ない科目を に記
しているので のこと。 

この の中には、 国 を めること できる。
の専門基礎科目標準 において、 科目を 、 によ ては、 された科目か

された 以上に すること で る。
の専門科目標準 において、 科目を 、科目 に された 以上に する

こと で る。 

１ ． 学 の  

１ 大阪 立大学工学 との に する に基づき、 する授 科目

４ る。科目の 、 、科目内 については、 ４ 上 に教育推進 教

３ か 内 り、大阪 立大学で する学生の を 。

これによ て した は、専門科目 たは教養科目として される。

２ 大阪地域大学 シ ム 大学、大学 シ ム大阪 大学、大阪 立大学・

大阪 大学との に基づいて本学か 大学に される学生については、 ４

上 に教育推進 教 ３ か の 内 る。これは大学 ム

にも に される。これによ て した は、教養科目として される。

３ 本学に 学中に 国の大学との に基づき、 大学の科目を した は、教授会の

を て、 される る。この 度により 国の大学に 学する は、学生 に

学 を すること。 学の は に される。これによ て した は、教

養科目として される。
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１ ．  

   は、２ 進 に、本人の と成 を の上、 れる。

た し、 を たさない は、学生の によ に される。 できる科目 さ

れる る。 し は 学 の ス で れる

 

１ ． 学 域 学  

   学域・ 学 ・ は、教授会の を て、 めること る。

し は教育推進 教 ３ に問い せること

 

１ ． 教 育                  

教育 員 を しよ とする は、 する の と教科に応 て、教育 員

の める を しなけれ な ない。 については、教育推進 教 発 の 教

の を すること。

教員 に する問い せ は、教育推進 教 ３ 。

教育 習・ 体 の 本学での授 と重なる 、 も て授 に の

を し ること。 

１ ．  

主 システム工学 学中に の に基づ 科目

を し、 に を すれ できる。

上 システム工学 たは 理工学 学中に に

基づ 科目 を し、 に 以内に すると される。

１ ．  

システム工学 では、 本 教育 構 による ムの 証

を している。

ム 証 中に システム工学 を すると の

される。

． の  

   学生 授 を する 、 として を 教員に することとする。

なお、 理由 教育 習、 の体 、 、 活動、 き の を問 、授

科目の成 評価 に する り いについては、 教員の によることとする。

の用 は、本学 ム の 学生生活 授 ・ について か できる。
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１． の  

   の成 評価について、 の に り を し立てること できる。 し立てを

は、 め れた 内 学生 に する。 に授 たは教育推進 教

３ に し ること。

１ 成 の 記 、 かに 教員の りで ると れるもの。

２ シ ス により 知している成 評価の か 、 かに評価 について

ると れるもの。

 

． の  

   学生教育研究 保 学研 び学研 保 学研 たは、 れ に

るもの 大学生 に すること。

し は、学生 学生 に問い せること

 

．  

   工学域の標準 とは に、もの とを い 地か つめ、 すること できる人 を

養成するために に する科目で構成する 専 の教育 のとおり開 されている。

ス シ 学

環境学

システム学

知科学

学

・ シ

地域 生

上記 専 の 対 は、 学域・ 学 の学生で る。 た し、 工学 の学生につい

ては、 専 システム学 の 対 で る。

上記 専 の を する は 専 を すること。た し、 専 の科目の

については、進 び に れないこと るので すること。

工 学 工学  

   、進 のめ しい 工 科学 域を る の養成を目的として工学域と生 環境

科学域 して する 工 科学 専 開 されている。

本 専 の 対 は、工学域 学 工学 、生 環境科学域応用生 科学

ス ・ 地環境科学 の学生で る。

本 専 の を する は 学 に れる テ シ に し、 を ける

こと。 は２ か となり、 科目 の は、 工 科学 専 を するこ

と。た し、 専 の科目の については、 工学 科目以 の は進 び

に れないこと るので、 すること。
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．  

本学では、

・目標を しな 、学 こと

・自分自 の学びを つめる目を養 こと

・学びについて た きを、自 につな ること

を主な目的として、 学 記 の記 を ても 。

記 は、

学習・教育 学生 より ス

にて こと。 し は 学 の ス で れる

．  

化 に進 ２１ 社会においては、十分な国際交流能力、 シ

能力、国際的な 、 化、 、 に る知 、 るいは問 能力、問 応能力、

化理 力、 な視点を することにより、 の問 に した国際社会の中で活 できる、

人 の育成 とされてい す。

人 ムは、このよ な国際社会で活 する の育成を目

し、 化理 社会 生のために な知 を るための 科目 国際社会での

シ 能力の 上を る 科目の 、 学研 国 の とい た 的な活動を重視

した、高い シ 能力と い知 を生かして国際社会における な問 に

できる能力を育成する教育 ムです。

に す を たせ 、 に学域の 証 に 、 人 証

授 され す。

のための

以下に す３ 目をす て たしていること。

１ 学 力 点

２ 能力 本学 学中のス

３ １に す授 科目に する を たすこと。

授 科目の 分構成は以下の りで る。

・国際的な 化の知

・国際的な の知

・ ・ の知

・ 性の理 力

し、大学 める との 学 で 学 ３ 以上の を する には、

１の を たしていることと とする。
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１ 人 に る授 科目について 

授 科 目 開
開

中国の

本の 学

の 学

学と社会

の 達と 化

シ の と 化

の 化と社会

の

の 学と社会

の 社会

科学と 化

国際 化の視点 
の中の ス  

化人 学 門 
国 ・ ・中・  

高 教育推進 構

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

１

１

１

２

以 上

本の と 化

の と 化

地域か た

化

社会 化

教 化

教育 化

科学の

高 教育推進 構

２

２

２

２

２

２

２

２

２

１

１

２

２

２

２

２

１

２

２

以 上

本の と

しと

学の と

高 教育推進 構

２

２

２

２

１

１

１

１ ２

以 上本

本

システム科学域

学

２

２

２

３

のための 学

のための 学
工学域

２

２

３

３

の

と 本 化

と 化

テ テ と 化

する社会と社会学 

高 教育推進 構

２

２

２

２

２

２

１

１

２

２

２

１

２

以 上

化の理  
生の

システム科学域

環境システム学

２

２

２

２

分において ２ 以上を し、 １ 以上を すること。

国 については、１ の 門 、２ の

中 中 の した か 大４ を と

すること できる。
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科目の いは、以下のとおりです。なお、す て の対 となり す。

高 教育推進 構開 科目

す て 対 で、 の できる科目です。 した は、教養科目の として

に され す。なお、教養科目における 分 人 社会科学 科目、教養 開科

目、自 科学 域 科目 は科目により なり す。

工学域開 科目

した は、専門科目 学域 科目 の として に され す。

システム科学域開 科目

した は、自由 の として に され す。
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  工学域 履修  
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１．電気電子系学類 
○教育目的 
今日の社会はグローバル化し、高度にネットワーク化された情報化社会へと革新的に移

行し続けている。 

このような情報と通信の劇的な変化に柔軟に対応し、豊かな社会を築くため、情報工学、

知能工学、電気工学、電子工学、通信工学、システム工学、応用物理学、応用数理科学を

基礎として、最先端の情報工学、電気電子システム工学、数理システム工学、及び電子物

理工学の教育を行うことにより、システム設計能力、情報活用能力、応用物理学と応用数

理科学の応用能力、そして幅広い視野と豊かな人間性、深い教養と厳格な倫理観を持った

国際的に活躍できる研究者・技術者を育成する。 

 

○教育目標 
1. 豊かな教養を身につけることにより、情報工学、電気電子システム工学、数理シ

ステム工学、電子物理工学のいずれかについて、自然や環境、社会や文化とどの

ような関係を持っているかを、理解することができる。 

2. 情報工学、電気電子システム工学、数理システム工学、電子物理工学のいずれか

について、専門知識と技術を体系的に学び、応用できる。 

3. 日本語で、情報工学、電気電子システム工学、数理システム工学、電子物理工学

のいずれかについて、文章を、読み、書くことができ、科学的論理的な議論がで

きる。 

4. 情報工学、電気電子システム工学、数理システム工学、電子物理工学のいずれか

について、英語を用いて論理的な文章を書き、口頭発表し、討議することができ

る。 

5. 情報工学、電気電子システム工学、数理システム工学、電子物理工学のいずれか

を利用することにより、社会の様々な問題を工学的手法を用いて分析することが

できる。 

6. インターネットなどを用いて、情報工学、電気電子システム工学、数理システム

工学、電子物理工学のいずれかについて、科学技術についての情報を収集し、分

析し、判断することができる。 

7. 情報工学、電気電子システム工学、数理システム工学、電子物理工学のいずれか

を利用することにより、社会の様々な問題を解決するための創造能力をもつ。 

8. 情報工学、電気電子システム工学、数理システム工学、電子物理工学のいずれか

が社会に及ぼす影響を認識し、技術者が社会に対して負っている責任を自覚し、

高い倫理観をもつ。 

9. 情報工学、電気電子システム工学、数理システム工学、電子物理工学のいずれか

の知識を、生涯に渡って、自主的、継続的に学習する能力を身につける。 
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 １ 学  

 教育目的 

 知識情報 理システム、知能化システム、情報通信ネットワークシステムなど情報

理技術の 躍的な発 は、社会 造な びに 々の生活様 に革新的な変革を き こ

しつつ る。情報工学 では、情報を高度に活用する技術を 発し豊かな 社会を

築くために、情報 理技術に関する ー での か 応用 でに たる基礎

的知識 よびその応用能力を身に け、幅広い人間性と倫理観をもった人 を育成する。 

 教育目標 

学 通の教育目標に 、 の教育目標を る。 

 

1. 情報・知能科学の基礎知識とそれ を応用できる能力を身につける。 

2. 情報・知能分野の専門知識を深く するとともに、それ を応用できる能力を身

につける。 

3. 社会的な ー を分析して新たな問題を自 つけ し、 ル化・ 化すると

ともに、 れた をシステムや ト の 様の で表 し、解決す

る イン能力を養う。 

4. れた で計 的に を め、 とめる 理能力を育てる。 

 

 

電気電子 学  

 教育目的 

国際化・情報化に対応できる能力と広い視野 よび高い倫理観を うとともに、電気

システム、情報通信、 よびシステム設計・ 用法に関する技術を幅広く さ 、豊

かな人間性と柔軟な創造力をもって問題解決に り でいける人 を育成する。 

 教育目標 

学 通の教育目標に 、 の教育目標を る。 

 

1. 電気電子システム工学の基礎知識を身につけ、応用する能力を養う。 

2. 電気系・システム系・情報通信系の専門的知識を幅広く身につけ、応用する能力を

養う。 

3. れた の で を計 ・ 行し、 ータを な 法で し、 に

分析し するとともに、工学的に する能力を養う。 

4. 電気電子システム工学に関する英語の文 を理解し、英語を用いて論理的な文章を

する能力の基礎を身につける。 

5. ログ ングの基礎知識を身につけ、 題解決のための ル ムの創造能力、

ログ ング能力を養う。 
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 教育目的 

社会の様々な対 をシステムと て数理 ル化し、数理科学を応用して社会が

る様々な問題を解決しようとする工学分野が、数理システム工学で る。本教育

は、科学技術 の 問題を数理科学的手法を用いて解決する能力を持った数理システム

技術者を育成する。 

 教育目標 

学 通の教育目標に 、 の教育目標を る。 

 

1. 数理科学の基礎知識を習 する。 

2. 社会や自然の様々な を、数理 ルを用いて表 し、数理解析的・数 解析的

手法を用いて分析することができる。 

3. 数理科学を利用することにより、社会の様々な問題を解決するための創造能力をも

つ。 

4. 数理科学の なくとも つの分野に ける高い専門知識を習 する。 

 

 

電子 学  

 教育目的 

グロ バル情報化社会の に応 て、情報通信技術を る電子 バイスは、さ

なる高度化、高 能化が め れている。電子工学はその としてき めて広 に

高度専門化し、さ なる発 には たる物理的基礎に した、より 創的な発 が

く されている。このような を 、電子物理工学 は の電子工学の

より 、基礎的、物理的 に力 を いた教育を行い、幅広い物理的視野と電

子技術の 養を持った、高い創造 を発 できる人 を育成する。 

 教育目標 

学 通の教育目標に 、 の教育目標を る。 

 

1. 専門技術者として社会への と責任について る倫理観を養う。 

2. 専門技術者として自 して活 でき、自 問題を設 し解決できる能力を養う。 

3. 数学、自然科学、情報科学などに関する基礎知識を し、問題解決に応用できる

能力を養う。 

4. 物理学と電子工学の基礎と専門技術に関する知識を し、問題解決に応用できる

能力を養う。 

5. しい日本語による ーシ ン能力とともに、国際的な活 に な英語

による ーシ ンの能力を養う。 

6. 自主的、継続的に学習し、社会や技術の変化や に に対応でき、 に

で活躍できる能力を養う。 
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

初 年 次 ゼ ミ ナ ー ル ② ２ ０

情報基礎（情報社会と情報倫理を含む。） ② ２ ０

Academic　 English　　ⅠA ② ２ ０

Academic 　English　　ⅡA ② ０ ２

Academic 　English　　ⅠB ② ２ ０

Academic　 English　　ⅡB ② ０ ２

Academic 　English　　Ⅲ ② ２ ０

Academic 　English　　Ⅳ ② ０ ２

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 朝 ） 入 門 A （ 基 礎 ） ２ ２ ０

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 朝 ） 初 級 A （ 基 礎 ） ２ ０ ２

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 朝 ） 入 門 B （ 会 話 ） ２ ２ ０

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 朝 ） 初 級 B （ 会 話 ） ２ ０ ２
（ 独 ・ 仏 ・ 中 ） 中 級 A Ⅰ （ 読 解 ・ Ecrit ・ 会 話 ） ２ ２ ０
（ 独 ・ 仏 ・ 中 ） 中 級 A Ⅱ （ 読 解 ・ Ecrit ・ 会 話 ） ２ ０ ２
（独・仏・中）中級BⅠ（会話・Oral ・検定対策） ２ ２ ０
（独・仏・中）中級BⅡ（会話・Oral ・検定対策） ２ ０ ２

朝 鮮 語 会 話 Ⅰ ２ ２ ０

朝 鮮 語 会 話 Ⅱ ２ ０ ２

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学 概 論 ２ ０ ２

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学 演 習 Ⅰ ２ ２ ０

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学 演 習 Ⅱ ２ ２ ０

人 文 社 会 科 学 系 科 目

教 養 展 開 科 目

自 然 科 学 ・ 複 合 領 域 系 科 目

【注意事項】

・科目名称、配当期・配当年次は、変更されることがある。

・資格科目（教職）、外国語特別科目、海外語学研修科目、特例科目（卒業資格所要単位に読み替えた場合を除く）は
  進級要件及び卒業要件に含まれない。詳細については、「授業科目ガイド（高等教育推進機構提供科目）」参照。

電気電子系学類　共通教育科目、自由選択枠履修課程

科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

履修を
指定する
単位数

備　　考
第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

情報基礎科目 ２単位

外
　
国
　
語
　
科
　
目

英
語

１２単位

初
修
外
国
語

１４
単位
以上

自由選択枠 他学類（他学域も含む）の専門科目あるいは卒業要件を超える共通教育科目 ４単位以上

・教養科目について
は、授業科目ガイド
参照。

共
　
通
　
教
　
育
　
科
　
目

導入科目 ２単位

独：ドイツ語
仏：フランス語
中：中国語
朝：朝鮮語

・初修外国語につい
ては、当該年度１言
語しか履修できな
い。
・各言語の入門AとB
及び初級AとBはセッ
トで受講すること。

健康・
スポーツ
科学科目

教養科目
６単位
以上*

＊この６単位中には
初修外国語科目を
含めることができる。

基
　
盤
　
科
　
目
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前
期

後
期

微 積 分 学 Ⅰ ④ ４ ０

微 積 分 学 Ⅱ ② ０ ２

線 形 数 学 Ⅰ ② ２ ０

線 形 数 学 Ⅱ ④ ０ ４

物 理 学 A Ⅰ ② ２ ０

物 理 学 A Ⅱ ２ ０ ２

物 理 学 B ② ０ ２

物 理 学 実 験 ② ０ ４

化 学 A ２ ２ ０

化 学 B ２ ０ ２

化 学 実 験 ２ ０ ４

生 物 学 A ２ ２ ０

生 物 学 B ２ ０ ２

地 球 シ ス テ ム 科 学 ２ ２ ０

情 報 シ ス テ ム 概 論 ２ ０ ２

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 ② ０ ２

前
期

後
期

電 気 電 子 系 学 類 総 論 Ⅰ ② ２ ０

電 気 電 子 系 学 類 総 論 Ⅱ ② ０ ２

学類
基盤
科目

第1年次

専門基礎科目履修課程

科　　　　目

週時間数

履修を
指定する
単位数

第1年次

専門科目履修課程（学類基盤科目）

電気電子系学類　１年次履修課程

各課程の履
修課程表を
参照

単
位

（
○
印
必
修

）

科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週時間数

履修を
指定する
単位数

理
系
基
礎
科
目

各課程の
履修課程
表を参照
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

微 積 分 学 Ⅰ ④ ４ ０

微 積 分 学 Ⅱ ② ０ ２

線 形 数 学 Ⅰ ② ２ ０

線 形 数 学 Ⅱ ④ ０ ４

微 分 程 ２ ２ ０

２ ２ ０

微 分 程 ２ ０ ２

２ ０ ２

数 ２ ２ ０

数 学 入 門 ２ ２ ０

基 礎 Ⅰ ２ ２ ０

基 礎 Ⅱ ２ ０ ２

形 科 学 ２ ２ ０

物 理 学 A Ⅰ ② ２ ０

物 理 学 A Ⅱ ２ ０ ２

物 理 学 B ② ０ ２

物 理 学 ２ ２ ０

物 理 学 実 験 ② ０ ４

物 理 実 験 ② ０ ４

基 礎 子 学 ２ ２ ０

基 礎 学 ２ ２ ０

化 学 A ２ ２ ０

化 学 B ２ ０ ２

化 学 実 験 ２ ０ ４

生 物 学 A ２ ２ ０

生 物 学 B ２ ０ ２

生 物 学 実 験 ２ ０ ４

地 球 シ ス テ ム 科 学 ２ ２ ０

４ ０ 前期 後期の

０ ４ を

情 報 シ ス テ ム 概 論 ２ ０ ２

ン テ ２ ２ ０

情 報 ２ ０ ２

ス 情 報 ２ ０ ２

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 ② ０ ２

１ の（　　　　　）印 科目 （指定 科目）を表 の科目を する

　　前 必 履修 科目を す

２ の 　　　　　 印 科目 必 科目 を表 の科目を する前

　　 履修 の科目の履修 る科目を す

（１）情報 学課程　専門基礎科目履修課程

科　　　　目

週　時　間　数

　　
履修を
指定する
単位数

理
系
基
礎
科
目

単位

（必修２２
単位を

）

単
位

（
○
印
必
修

）

第1年次 第 年次 第 年次 第 年次

（物理学実験）

生物学A
生物学B

地 学 実 験 ２
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

学 理 ② ２ ０

理 ② ２ ０

科 学 概 論 ２ ２ ０

学 概 論 ２ ２ ０

科 学 ２ ２ ０

電 子 ス ２ ２ ０

科 学 の す す ２ ０ ２

ン の の ン ２ ２ ０

学 ン ン シ プ ２

ン の の 学Ⅰ ２ ２ ０

ン の の 学Ⅱ ２ ０ ２

電 気 電 子 系 学 類 総 論 Ⅰ ② ２ ０

電 気 電 子 系 学 類 総 論 Ⅱ ② ０ ２

電 気 数 学 ２ ２ ０

電 気 入 門 ２ ２ ０

数 学 ２ ０ ２

学 ２ ０ ２

数 学 ２ ０ ２

情 報 学 Ⅰ ② ２ ０

情 報 学 Ⅱ ② ０ ２

情 報 学 ② ２ ０

情 報 学 実 験 Ⅰ ② ４ ０

情 報 学 実 験 Ⅱ ② ０ ４

情 報 学 ② ２ ０

情 報 学 １

情 報 理 論 ② ２ ０

理 論 ② ２ ０

プ ロ グ ラ ミ ン グ 概 論 ② ２ ０

論 理 学 ② ０ ２

ム ② ０ ２

情 報 理 ２ ０ ２

テ ② ２ ０

ン 形 ② ２ ０

学 ② ２ ０

シ ス テ ム 学 ２ ２ ０

２ ２ ０

２ ２ ０

学 ② ２ ０

理 論 ２ ０ ２

数 理 ２ ０ ２

定 理 論 ２ ０ ２

シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム ２ ０ ２

情 報 理 ２ ０ ２

２ ０ ２

情 報 学 ２ ２ ０

１ 科目 印の 科目 課程の学生 る科目 る を す
２ 科目 期 年次 る る
科目 線の 科目 年次 学生 をする 科目 る を す

科目 履
修を指定する単
位数を

学
科目 学類基盤
科目 B の
科目
学類の 課

程専門科目の
４単位を

修 総
単位 を修
する

1

第1年次

単
位

（
○
印
必
修

）

1

第 年次第 年次
科　　　　目

週　時　間　数
科
目 第 年次

111

科目 履修を
指定する単位数

単位

（必修４単
位 ）

1

学

科
目

11

学
類
基
盤
科
目

1

科
目

専門科目の る科目 学 の単位 科目（第４年次 ） の総 単位数の る

1

1

1

1 1

1

1

1

1

1

1

1

1

２ 単位

（必修１
単位 ）

1

（１）情報 学課程　専門科目 履修課程

情
報

学
課
程

A

B

11

11

11

1

11

1

年次

　

1 1

単位

（必修４単
位 ）

１ 単位

1

11

11

11

11
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

微 積 分 学 Ⅰ ④ ４ ０

微 積 分 学 Ⅱ ② ０ ２

線 形 数 学 Ⅰ ② ２ ０

線 形 数 学 Ⅱ ④ ０ ４

微 分 程 ２ ２ ０

２ ２ ０

２ ２ ０

微 分 程 ２ ０ ２

２ ０ ２

数 ２ ２ ０

基 礎 Ⅰ ２ ２ ０

基 礎 Ⅱ ２ ０ ２

物 理 学 A Ⅰ ② ２ ０

物 理 学 A Ⅱ ２ ０ ２

物 理 学 B ② ０ ２

物 理 学 ２ ２ ０

物 理 学 実 験 ② ０ ４

物 理 学 ２ ２ ０

物 理 実 験 ② ０ ４

学 ２ ０ ２

基 礎 子 学 ２ ２ ０

基 礎 学 ２ ２ ０

化 学 A ２ ２ ０

化 学 B ２ ０ ２

化 学 実 験 ２ ０ ４

生 物 学 A ２ ２ ０

生 物 学 B ２ ０ ２

生 物 学 実 験 ２ ０ ４

地 球 シ ス テ ム 科 学 ２ ２ ０

４ ０ 前期 後期の

０ ４ を

情 報 シ ス テ ム 概 論 ２ ０ ２

ン テ ２ ２ ０

情 報 ２ ０ ２

ス 情 報 ２ ０ ２

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 ② ０ ２

１ の（　　　　　）印 科目 （指定 科目）を表 の科目を する

　　前 必 履修 科目を す

２ の 　　　　　 印 科目 必 科目 を表 の科目を する前

　　 履修 の科目の履修 る科目を す

（２）電気電子システム 学課程　専門基礎科目履修課程

科　　　　目

週　時　間　数

　　
履修を
指定する
単位数

理
系
基
礎
科
目

単位

（必修２２
単位を

）

単
位

（
○
印
必
修

）

第1年次 第 年次 第 年次 第 年次

（物理学実験）

生物学A
生物学B

地 学 実 験 ２
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

学 理 ② ２ ０

理 ② ０ ２

科 学 概 論 ２ ２ ０

学 概 論 ２ ２ ０

科 学 ２ ２ ０

電 子 ス ２ ２ ０

科 学 の す す ２ ０ ２

ン の の ン ２ ２ ０

学 ン ン シ プ ２

ン の の 学Ⅰ ２ ２ ０

ン の の 学Ⅱ ２ ０ ２

電 気 電 子 系 学 類 総 論 Ⅰ ② ２ ０

電 気 電 子 系 学 類 総 論 Ⅱ ② ０ ２

電 気 数 学 ② ２ ０

電 気 入 門 ２ ２ ０

数 学 ２ ０ ２

学 ２ ０ ２

数 学 ２ ０ ２

電気電子システムプログラミング ② ２ ０

電気電子システム 学基礎実験 ② ４ ０

電気電子システム 学実験Ⅰ ② ４ ０

電気電子システム 学実験Ⅱ ② ０ ４

電気電子システム 学 ② ２ ０

電気電子システム 学 １２ １２

電 気 学 Ⅰ ② ２ ０

電 気 学 Ⅱ ２ ０ ２

電 気 ② ０ ２

電 気 ２ ０ ２

電 子 ２ ０ ２

シ ン ２ ０ ２

電 気 電 子 ２ ２ ０

電 気 学 ２ ２ ０

学 ２ ２ ０

電 学 ２ ２ ０

ロ ス ２ ０ ２

電 シ ス テ ム 学 ２ ０ ２

電 気 ２ ２ ０

電 気 ２ ０ ２

シ ス テ ム 化 ２ ２ ０

学 Ⅰ ２ ２ ０

学 Ⅱ ２ ０ ２

生 シ ス テ ム ２ ０ ２

理 ２ ０ ２

情 報 理 論 ２ ２ ０

学 ２ ２ ０

電 学 ２ ２ ０

理 論 ２ ０ ２

シ ス テ ム ２ ０ ２

電 子 学 ２ ０ ２

学 ２ ２ ０

ロ ス ２ ０ ２

ロ ス ２ ２ ０

シ ス テ ム 学 ２ ２ ０

学 ２ ２ ０

電 気 化 学 ２ ０ ２

専門科目の る科目 学 の単位 科目（第４年次 ） の総 単位数の る

１ 科目 印の 科目 課程の学生 る科目 る を す
２ 科目 期 年次 る る
科目 線の 科目 年次 学生 をする 科目 る を す

1

1

1

1

1

1 1

1

11

1

1

1

（２）電気電子システム 学課程　専門科目 履修課程

科
目

４単位

（必修４単
位 ）

単位

（必修 単
位 ）

１ 単位

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

第1年次 第 年次 第 年次 第 年次科
目

学
類
基
盤
科
目

電
気
電
子
シ
ス
テ
ム

学
課
程

A

B

学

科
目

１０単位

（必修４単
位 ）

１ 単位

履修単位
数を指定

1

1

1

　
科目 履修を
指定する単位数

年次

1

科目 履
修を指定する単
位数を

学
科目 学類基盤
科目 B
の科目
学類の 課

程専門科目の
４単位を修
総 単

位 を修 す
る

科　　　　目

1

11

1
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

微 積 分 学 Ⅰ ④ ４ ０

微 積 分 学 Ⅱ ② ０ ２

線 形 数 学 Ⅰ ② ２ ０

線 形 数 学 Ⅱ ④ ０ ４

微 分 程 ② ２ ０

② ２ ０

２ ２ ０

微 分 程 ２ ０ ２

２ ０ ２

数 ２ ２ ０

数 学 入 門 ２ ２ ０

学 入 門 ２ ２ ０

基 礎 Ⅰ ２ ２ ０

基 礎 Ⅱ ２ ０ ２

物 理 学 A Ⅰ ② ２ ０

物 理 学 A Ⅱ ２ ０ ２

物 理 学 B ② ０ ２

物 理 学 ２ ２ ０

物 理 学 実 験 ② ０ ４

物 理 実 験 ２ ４ ０

化 学 A ２ ２ ０

化 学 B ２ ０ ２

化 学 実 験 ２ ０ ４

生 物 学 A ２ ２ ０

生 物 学 B ２ ０ ２

生 物 学 実 験 ２ ０ ４

地 球 シ ス テ ム 科 学 ２ ２ ０

４ ０ 前期 後期の

０ ４ を

情 報 シ ス テ ム 概 論 ２ ０ ２

ン テ ２ ２ ０

情 報 ２ ０ ２

ス 情 報 ２ ０ ２

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 ② ０ ２

１ の（　　　　　）印 科目 （指定 科目）を表 の科目を する

　　前 必 履修 科目を す

２ の 　　　　　 印 科目 必 科目 を表 の科目を する前

　　 履修 の科目の履修 る科目を す

（ ）数理システム課程　専門基礎科目履修課程

科　　　　目

週　時　間　数

　　
履修を
指定する
単位数

理
系
基
礎
科
目

単位

（必修２４
単位を

）

単
位

（
○
印
必
修

）

第1年次 第 年次 第 年次 第 年次

（物理学実験）

生物学A
生物学B

地 学 実 験 ２
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

学 理 ② ２ ０

理 ② ２ ０

科 学 概 論 ２ ２ ０

学 概 論 ２ ２ ０

科 学 ２ ２ ０

電 子 ス ２ ２ ０

科 学 の す す ２ ０ ２

ン の の ン ２ ２ ０

学 ン ン シ プ ２

ン の の 学Ⅰ ２ ２ ０

ン の の 学Ⅱ ２ ０ ２

電 気 電 子 系 学 類 総 論 Ⅰ ② ２ ０

電 気 電 子 系 学 類 総 論 Ⅱ ② ０ ２

電 気 数 学 ２ ２ ０

電 気 入 門 ２ ２ ０

数 学 ２ ０ ２

学 ２ ０ ２

数 学 ２ ０ ２

数 理 シ ス テ ム １２ １２

数 理 シ ス テ ム ② ２ ０

学 入 門 ２ ０ ２

理 論 入 門 ２ ０ ２

学 入 門 ２ ０ ２

学 概 論 ２ ２ ０

数 理 シ ミ シ ン ２ ２ ０

数理シミ シ ン ２ ２ ０

理 論 概 論 ２ ２ ０

理 論 概 論 Ⅰ ２ ２ ０

数 理 Ⅰ ２ ２ ０

概 論 ２ ２ ０

数 学 Ⅰ ２ ２ ０

学 Ⅰ A ２ ２ ０

学 Ⅰ B ２ ２ ０

数 理 シ ス テ ム ２ ０ ２

２ ０ ２

理 論 概 論 Ⅱ ２ ０ ２

２ ０ ２

積 分 論 ２ ０ ２

数 学 Ⅱ ２ ０ ２

学 Ⅱ ２ ０ ２

数 理 論 理 学 ２ ０ ２

数 理 Ⅱ ２ ２ ０

数 理 シ ス テ ム A ２ ２ ０

数 理 シ ス テ ム B ２ ２ ０

２ ２ ０

理 論 ２ ０ ２

線 形 学 ２ ０ ２

ム 理 論 ２ ２ ０

数 理 生 学 ２ ２ ０

専門科目の る科目 学 の単位 科目（第４年次 ） の総 単位数の る

１ 科目 印の 科目 課程の学生 る科目 る を す
２ 科目 期 年次 る る
科目 印 る科目 年 科目 る

４ 科目 線の 科目 年次 学生 をする 科目 る を す

単位

（必修 単
位 ）

1

1

1

1

1

学
類
基
盤
科
目

1 1

数
理
シ
ス
テ
ム
課
程

11

1

1

単位

（必修４単
位 ）

科目 履
修を指定する単
位数を

総 単
位 （

科目の
学類の

課程専門科
目を４単位
る

る）を修 する

1

1

1

1

年次

1

1

11

1

４単位

（必修４単
位 ）

科
目

（ ）数理システム課程　専門科目 履修課程

第1年次 第 年次 第 年次 第 年次

学

科
目

1

　
科目 履修を
指定する単位数

科
目

科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

微 積 分 学 Ⅰ ④ ４ ０

微 積 分 学 Ⅱ ② ０ ２

線 形 数 学 Ⅰ ② ２ ０

線 形 数 学 Ⅱ ④ ０ ４

微 分 程 ② ２ ０

２ ２ ０

２ ２ ０

微 分 程 ② ０ ２

② ０ ２

数 ２ ２ ０

数 学 入 門 ２ ２ ０

学 入 門 ２ ２ ０

基 礎 Ⅰ ２ ２ ０

基 礎 Ⅱ ２ ０ ２

物 理 学 A Ⅰ ② ２ ０

物 理 学 A Ⅱ ２ ０ ２

物 理 学 B ② ０ ２

物 理 学 ２ ２ ０

物 理 学 実 験 ② ０ ４

物 理 学 ２ ２ ０

物 理 実 験 ② ０ ４

化 学 A ２ ２ ０

化 学 B ２ ０ ２

化 学 実 験 ２ ０ ４

生 物 学 A ２ ２ ０

生 物 学 B ２ ０ ２

生 物 学 実 験 ２ ０ ４

地 球 シ ス テ ム 科 学 ２ ２ ０

４ ０ 前期 後期の

０ ４ を

情 報 シ ス テ ム 概 論 ２ ０ ２

ン テ ２ ２ ０

情 報 ２ ０ ２

ス 情 報 ２ ０ ２

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 ② ０ ２

１ の（　　　　　）印 科目 （指定 科目）を表 の科目を する

　　前 必 履修 科目を す

２ の 　　　　　 印 科目 必 科目 を表 の科目を する前

　　 履修 の科目の履修 る科目を す

（４）電子物理 学課程　専門基礎科目履修課程

科　　　　目

週　時　間　数

履修を
指定する
単位数

理
系
基
礎
科
目

単位

（必修２
単位を

）

　　

単
位

（
○
印
必
修

）

第1年次 第 年次 第 年次 第 年次

（物理学実験）

生物学A
生物学B

地 学 実 験 ２
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

学 理 ② ２ ０

理 ② ２ ０

科 学 概 論 ２ ２ ０

学 概 論 ２ ２ ０

科 学 ２ ２ ０

電 子 ス ２ ２ ０

科 学 の す す ２ ０ ２

ン の の ン ２ ２ ０

学 ン ン シ プ ２

ン の の 学Ⅰ ２ ２ ０

ン の の 学Ⅱ ２ ０ ２

電 気 電 子 系 学 類 総 論 Ⅰ ② ２ ０

電 気 電 子 系 学 類 総 論 Ⅱ ② ０ ２

電 気 数 学 ２ ２ ０

電 気 入 門 ２ ２ ０

数 学 ２ ０ ２

学 ２ ０ ２

数 学 ２ ０ ２

電 子 物 理 学 １

電 子 物 理 学 実 験 Ⅰ ② ４ ０

電 子 物 理 学 実 験 Ⅱ ② ０ ４

電 子 物 理 学 ② ２ ０

電 気 学 Ⅰ ② ２ ０

電 気 学 Ⅱ ② ０ ２

電 気 学 ２ ２ ０

電 子 B ２ ０ ２

物 理 学 Ⅰ ② ０ ２

物 理 学 Ⅱ ② ２ ０

物 理 学 ２ ０ ２

学 ２ ２ ０

子 学 Ⅰ ② ０ ２

子 学 Ⅱ ② ２ ０

子 学 ２ ０ ２

物 理 学 ２ ２ ０

電 子 物 理 ２ ２ ０

電 学 ２ ２ ０

気 ロ ス ２ ２ ０

ロ ス ２ ２ ０

線 形 学 ２ ０ ２

線 形 学 ２ ０ ２

ロ ス ２ ０ ２

ス ２ ０ ２

２ ０ ２

子 ス ２ ０ ２

積 ス ２ ０ ２

ロ ス ２ ２ ０

ロ ス ２ ２ ０

電 子 物 理 学 Ⅰ ２ ２ ０

電 子 物 理 学 Ⅱ ２ ０ ２

情 報 理 論 A ２ ２ ０

ロ ス ２ ０ ２

学 Ⅰ ２ ２ ０

シ ス テ ム ２ ０ ２

電 気 化 学 ２ ０ ２

電 気 ２ ２ ０

専門科目の る科目 学 の単位 科目（第４年次 ） の総 単位数の る

１ の 　　　　　 印 科目 必 科目 を表 の科目を する前 履修 の科目の
　　履修 る科目を す
２ 科目 印の 科目 課程の学生 る科目 る を す
科目 期 年次 る る

４ 科目 線の 科目 年次 学生 をする 科目 る を す

科目 履修を
指定する単位数

11

1

電 気学ⅠB ⅡB

物理 学

４０単位

（必修２４
単位
）

物理学ⅠA

1 物理学ⅠA ⅡA

子 学ⅠA

子 学ⅠA ⅡA

電子 B

1

電 気学ⅠB

1 電 気学ⅠB ⅡB

1 電気 入門

電
子
物
理

学
課
程

11

1

1

1

1

1

1

学
類
基
盤
科
目

1

単位

（必修４単
位 ）

科目 履修
を指定する単位数
を
学 科目
学類基盤科目
課程専門科目

学類の
課程専門科目（４

単位 ）の
単位を修 総
単位 を修

する

第 年次 第 年次

学

科
目

1

科
目

科
目

科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

４単位

（必修４単
位 ）

　　
第1年次 第 年次

（４）電子物理 学課程　専門科目 履修課程

年次

1

11

電 気学ⅠB ⅡB

子 学ⅠA ⅡA

電 学

電 気学ⅠB ⅡB

子 学ⅠA ⅡA

電 学

ロ ス］

ロ ス
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２．物質化学系学類 
○教育目的 
人類社会の持続的発展には、人と環境に優しい新素材の開発、および限りある資源の有

効かつ循環的な活用が不可欠である。それを可能にする新しい物質の科学と技術を創造し、

地球環境と調和した豊かな社会の構築に貢献する、優れた専門職業人（技術者・研究者）

を育成する。 

 

○教育目標 
1. 豊かな教養を身につけることにより、応用化学、化学工学、およびマテリアル工

学のいずれかについて、社会において果たす役割を認識することができる。 

2. 応用化学、化学工学、マテリアル工学のいずれかについての専門知識と技術を体

系的に学び、それらを工学に応用できる。 

3. 日本語で、応用化学、化学工学、マテリアル工学のいずれかについて、文章を読

み、書くことができ、科学的・論理的な議論ができる。 

4. 英語による、論理的な記述力、口頭発表力、討議などの国際的コミュニケーショ

ン能力を高め、異文化との交流を行う対話能力と表現能力を身につける。 

5. 応用化学、化学工学、マテリアル工学のいずれかの知識を生涯に渡って、自主的、

継続的に学習する能力を身につける。 

6. インターネットなどを用いて応用化学、化学工学、マテリアル工学のいずれかに

ついての情報を収集・分析し、その価値判断をすることができる。 

7. 応用化学、化学工学、マテリアル工学のいずれかを利用することにより、対象と

する事柄について工学的手法を用いて分析することができる。 

8. 応用化学、化学工学、マテリアル工学のいずれかについて、社会に及ぼす影響を

認識し、技術者が社会に対して負っている責任を自覚し、高い倫理観をもつ。 

9. 応用化学、化学工学、マテリアル工学のいずれかについて、利用することにより、

社会の様々な問題を解決するための創造能力を身につける。 
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化学  

 教育目的 

 化学の と応用に する い知識と かな技術、そして豊かな人 と な倫

理観を 持つ活力のある化学技術者を育成する。 

 教育目標 

学類 の教育目標に 、 の教育目標を る。 

 

1. 化学技術者としての 識、教養、倫理観を身につけ 、人類の という高い観

から化学の役割を 、化学技術者の と責任を自覚できる能力を養う。 

2. 化学 を る 科目として、 化学、分析化学、物理化学、有 化学、高

分 化学を して 、新しい化学技術 物質を創造できる能力を養う。 

3. 化学物質と化学 応の本質を理解・体 し、技術的能力を るために、

の ・ 、 行、 ータ 理、 、成果発表の能力を身につけ る。 

4. 科学としての 学と物理学 びに情報・ の となる情報 理学の能力を

身につけ 、化学の 的な理解に活かす能力を養う。 

5. 分 理論など、 化学の発展に対応できる能力を育成するとともに、

化学的理解を とした 能 物質・材 の 能力を養う。 

6. 日本語による論理的な記述力を とするコミュニケーション能力、国際的な で

な英語の読解・記述 びに会話によるコミュニケーション能力を養う。 

7. 物の い、 物の 理、環境問題に対 できる知識と 能力を養う。 

8. 研究のための情報収集、研究 、 行、発表（ ンテーション）の能力を養

い 題 技術者を養成する。 

 

 

２ 化学 学  

 教育目的 

資源循環を 的に 化学 の構築を 本理 とした化学工学について

的な い専門知識を習 し、それらを して循環 社会の に応 る応用力を

た化学技術者を育成する。 た、社会的にも い と倫理観を持 、国際的にも

活 できる人材を育成する。 

 教育目標 

学類 の教育目標に 、 の教育目標を る。 

 

1. 工学 けでなく、自 科学、 らには人文・社会科学に る でを く学習し、

ー ルな から物事を ることができる。 

2. 科学技術が社会および自 環境に及ぼす影響・効果の き を認識し、社会に対す

る技術者の責任の について自覚している。 

3. 化学、物理学、 学、および情報 理などに する 分な 知識を している。 
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4. 生 を 的に するための 知識となる物質収 、 ネル ー

収 、 論の と手法を している。 

5. 化学的、物理的、生物的 、それらの の となる 素

の 論的、 論的な解析ができる。 

6. 資源循環を した物質 ネル ーの生 の 化法を して

いる。 

7. 化学工学の な問題を解決するために な調 ・研究の手法を している。 

8. 論理的な記述力、 ンテーション能力、および英語の学術論文を読解する能力

を している。 

9. 自主的、継続的、 的に り み、 限 に成果を とめることができる。 

 

 

学  

 教育目的 

 材 の科学と工学の と学理を理解し、科学的 に いたものつくりに

な材 理論、素材の 成技術、 観 技術、物 構造の 価解析技術を身に

つけた、社会の高 化を う国際 豊かな創造力 れる人材を育成する。 

 教育目標 

学類 の教育目標に 、 の教育目標を る。 

 

1. 社会におけるマテリアル工学の けを理解し、それを る材 として、

材 、 体材 、 ミッ 材 、 リマー材 などの開発研究の を理

解 る。 

2. マテリアル工学 を る 科目として、 、 、分 における物理学、

化学を習 る。 

3. 材 の構造・ を観 ・解析する能力を養い、 的ならびに 能的 質を 価

し、応用する能力を身につける。 

4. 学 でマテリアル工学学生 を行い、 を自ら ・ 行し、それを し、

かつ する能力を養う。 

5. 国際的な活 に な英語を とする 国語の会話・読解能力を養う。 

6. 業研究を て、マテリアル工学に する研究 題を自ら し、それを 行し

て解決し、成果を論文として とめ、発表・討論する能力を養う。 

7. 技術者、研究者として社会 の貢献と責任について 、自 して行 し、自ら

題を し、解決する能力を養う。 

8. マテリアル工学の高 な教育研究のために、 学 工学研究科 および

における らに専門的な と研究 を けるのに な知識を

る。 

 

 

− 41 −



前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

初 年 次 ゼ ミ ナ ー ル ② ２ ０

情報基礎（情報社会と情報倫理を含む。） ② ２ ０

Academic　 English　　ⅠA ② ２ ０

Academic 　English　　ⅡA ② ０ ２

Academic 　English　　ⅠB ② ２ ０

Academic　 English　　ⅡB ② ０ ２

Academic 　English　　Ⅲ ② ２ ０

Academic 　English　　Ⅳ ② ０ ２

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 朝 ） 入 門 A （ 基 礎 ） ２ ２ ０

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 朝 ） 初 級 A （ 基 礎 ） ２ ０ ２

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 朝 ） 入 門 B （ 会 話 ） ２ ２ ０

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 朝 ） 初 級 B （ 会 話 ） ２ ０ ２
（ 独 ・ 仏 ・ 中 ） 中 級 A Ⅰ （ 読 解 ・ Ecrit ・ 会 話 ） ２ ２ ０
（ 独 ・ 仏 ・ 中 ） 中 級 A Ⅱ （ 読 解 ・ Ecrit ・ 会 話 ） ２ ０ ２
（独・仏・中）中級BⅠ（会話・Oral ・検定対策） ２ ２ ０
（独・仏・中）中級BⅡ（会話・Oral ・検定対策） ２ ０ ２

朝 鮮 語 会 話 Ⅰ ２ ２ ０

朝 鮮 語 会 話 Ⅱ ２ ０ ２

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学 概 論 ２ ０ ２

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学 演 習 Ⅰ ２ ２ ０

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学 演 習 Ⅱ ２ ２ ０

０ ２

人 文 社 会 科 学 系 科 目

教 養 展 開 科 目

自 然 科 学 ・ 複 合 領 域 系 科 目

【注意事項】

・科目名称、配当期・配当年次は、変更されることがある。

・資格科目（教職）、外国語特別科目、海外語学研修科目、特例科目（卒業資格所要単位に読み替えた場合を除く）は
  進級要件及び卒業要件に含まれない。詳細については、「授業科目ガイド（高等教育推進機構提供科目）」参照。

共
　
通
　
教
　
育
　
科
　
目

・健康・スポーツ科学
演習Ⅱについては、
課程により前期また
は後期のどちらか一
方に配当される。

自由選択枠 他学類（他学域も含む）の専門科目あるいは卒業要件を超える共通教育科目 ４単位以上

・教養科目について
は、授業科目ガイド
参照。

教養科目
６単位
以上*

＊この６単位中には
初修外国語科目を
含めることができる。

１４
単位
以上

基
　
盤
　
科
　
目

情報基礎科目

外
　
国
　
語
　
科
　
目

物質化学系学類　共通教育科目、自由選択枠履修課程

科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

履修を
指定する
単位数

備　　考
第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

導入科目

独：ドイツ語
仏：フランス語
中：中国語
朝：朝鮮語

・初修外国語につい
ては、当該年度１言
語しか履修できな
い。
・各言語の入門AとB
及び初級AとBはセッ
トで受講すること。

健康・
スポーツ
科学科目

初
修
外
国
語

１２単位

２単位

２単位

英
語
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前
期

後
期

微 積 分 学 Ⅰ ④ ４ ０

微 積 分 学 Ⅱ ② ０ ２

線 形 数 学 Ⅰ ② ２ ０

線 形 数 学 Ⅱ ④ ０ ４

物 理 学 A Ⅰ ② ０ ２

物 理 学 実 験 ② ０ ４

化 学 A ② ２ ０

化 学 B ２ ０ ２

化 学 実 験 ② ４ ０

生 物 学 A ２ ２ ０

生 物 学 B ２ ０ ２

情 報 シ ス テ ム 概 論 ２ ０ ２

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 ② ０ ２

前
期

後
期

物 質 化 学 系 学 類 概 論 ② ２ ０

物 理 化 学 序 論 ② ０ ２

学類
基盤
科目

各課程の履
修課程表を
参照

理
系
基
礎
科
目

各課程の
履修課程
表を参照

科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週時間数

履修を
指定する
単位数

第1年次

専門科目履修課程（学類基盤科目）

物質化学系学類　１年次履修課程

専門基礎科目履修課程

科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週時間数

履修を
指定する
単位数

第1年次
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

微 積 分 学 Ⅰ ④ ４ ０

微 積 分 学 Ⅱ ② ０ ２

線 形 数 学 Ⅰ ② ２ ０

線 形 数 学 Ⅱ ④ ０ ４

微 分 程 ２ ２ ０

２ ２ ０

微 分 程 ２ ０ ２

２ ０ ２

基 礎 Ⅰ ２ ２ ０

基 礎 Ⅱ ２ ０ ２

形 科 学 ２ ２ ０

物 理 学 A Ⅰ ② ０ ２

物 理 学 A Ⅱ ２ ２ ０

物 理 学 B ２ ２ ０

物 理 学 実 験 ② ０ ４

物 理 学 ２ ２ ０

物 理 実 験 ② ４ ０

学 ２ ０ ２

基 礎 学 ２ ２ ０

化 学 A ② ２ ０

化 学 B ２ ０ ２

化 学 実 験 ② ４ ０

生 物 学 A ２ ２ ０

生 物 学 B ２ ０ ２

生 物 学 実 験 ２ ０ ４

シ ス テ ム 科 学 ２ ２ ０

４ ０ 前期 後期の

０ ４ を

情 報 シ ス テ ム 概 論 ２ ０ ２

ン テ ２ ２ ０

情 報 ２ ０ ２

ス 情 報 ２ ０ ２

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 ② ０ ２

　　前 必 履修 科目を す

２ の 　　　　　 印 科目 必 科目 を表 の科目を する前

　　 履修 の科目の履修 る科目を す

単位

（必修２４
単位を

）

１ の（　　　　　）印 科目 （指定 科目）を表 の科目を する

　　

単
位

（
○
印
必
修

）

第1年次 第 年次 第 年次 第 年次 履修を
指定する
単位数

理
系
基
礎
科
目

（１） 化学課程　専門基礎科目履修課程

科　　　　目

週　時　間　数

（物理学実験）

生物学A
生物学B

学 実 験 ２
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

学 理 ② ２ ０

理 ② ２ ０

科 学 概 論 ２ ２ ０

学 概 論 ２ ２ ０

科 学 ２ ２ ０

ス ２ ２ ０

科 学 の す す ２ ０ ２

ン の の ン ２ ２ ０

学 ン ン シ プ ２

ン の の 学Ⅰ ２ ２ ０

ン の の 学Ⅱ ２ ０ ２

物 質 化 学 系 学 類 概 論 ② ２ ０

物 理 化 学 序 論 ② ０ ２

化 学 序 論 ② ２ ０

化 学 実 験 Ⅰ ② ４ ０

化 学 実 験 Ⅱ ② ０ ４

化 学 実 験 ② ４ ０

化 学 実 験 ② ０ ４

化 学 実 験 ② ０ ４

化 学 １

物 理 化 学 Ⅰ A １ ０ ２

物 理 化 学 Ⅱ A １ ２ ０

化 学 Ⅰ A １ ０ ２

化 学 Ⅱ A １ ２ ０

化 学 ２ ０

分 化 学 A ② ２ ０

化 学 Ⅱ A ２ ０ ２

物 理 化 学 Ⅱ ２ ２ ０

物 理 化 学 ２ ２ ０

化 学 Ⅰ ② ２ ０

化 学 Ⅱ ２ ０ ２

分 化 学 Ⅰ ２ ０ ２

分 化 学 Ⅱ ２ ２ ０

化 学 ２ ０ ２

分 学 ２ ０ ２

化 学 ２ ２ ０

化 学 ２ ０ ２

化 学 ２ ０ ２

化 学 ２ ０ ２

化 学 ２ ０ ２

化 学 ２ ０ ２

分 化 学 ２ ０ ２

生 分 ２ ０ ２

２ ０ ２

化 学 Ⅰ ２ ２ ０

化 学 Ⅱ ２ ２ ０

１ 科目 印の 科目 課程の学生 る科目 る を す
２ 科目 期 年次 る る
科目 線の 科目 年次 学生 をする 科目 る を す

1

科目 履
修を指定する単
位数を

単位
を修 する

学
科目
の科目
必修を

単位

（ 学類
の 課程専
門科目を４
単位
る
る）

単位

1

1

1

1

1

1

11

1

年次

1

1

1

学
科目
の科目
必修を

単位

（ 学類
の 課程専
門科目を４
単位
る
る）

２０単位

（必修１ 単
位 ）

４単位

（必修２単
位 ）

単位

（必修２単
位 ）

（１） 化学課程　専門科目 履修課程

科
目

第1年次 第 年次 第 年次 第 年次
科　　　　目

科
目

　
科目 履修を
指定する単位数

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

学類
基盤
科目

1

化
学
課
程

A

B 1

学

科
目

11

1

1

B
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

微 積 分 学 Ⅰ ④ ４ ０

微 積 分 学 Ⅱ ② ０ ２

線 形 数 学 Ⅰ ② ２ ０

線 形 数 学 Ⅱ ④ ０ ４

微 分 程 ２ ２ ０

２ ２ ０

２ ２ ０

微 分 程 ２ ０ ２

２ ０ ２

数 ２ ２ ０

基 礎 Ⅰ ２ ２ ０

基 礎 Ⅱ ２ ０ ２

形 科 学 ２ ２ ０

物 理 学 A Ⅰ ② ０ ２

物 理 学 A Ⅱ ２ ２ ０

物 理 学 B ２ ２ ０

物 理 学 実 験 ② ０ ４

物 理 学 ２ ２ ０

物 理 実 験 ② ４ ０

学 ２ ０ ２

基 礎 学 ２ ２ ０

基 礎 学 ２ ２ ０

化 学 A ② ２ ０

化 学 B ２ ０ ２

化 学 実 験 ② ４ ０

生 物 学 A ２ ２ ０

生 物 学 B ２ ０ ２

生 物 学 実 験 ２ ０ ４

シ ス テ ム 科 学 ２ ２ ０

４ ０ 前期 後期の

０ ４ を

情 報 シ ス テ ム 概 論 ２ ０ ２

ン テ ２ ２ ０

情 報 ２ ０ ２

ス 情 報 ２ ０ ２

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 ② ０ ２

　　前 必 履修 科目を す

２ の 　　　　　 印 科目 必 科目 を表 の科目を する前

　　 履修 の科目の履修 る科目を す

理
系
基
礎
科
目

１ の（　　　　　）印 科目 （指定 科目）を表 の科目を する

単
位

（
○
印
必
修

）

履修を指定する
単位数

第1年次 第 年次 第 年次 第 年次

（物理学実験）

の 科
目 単位
修

の 科
目 ２単位
修

（２）化学 学課程　専門基礎科目履修課程

科　　　　目

週　時　間　数

　　

生物学A
生物学B

学 実 験 ２

単位

（必修２４単位を
）
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

学 理 ② ２ ０

理 ② ０ ２

科 学 概 論 ２ ２ ０

学 概 論 ２ ２ ０

科 学 ２ ２ ０

ス ２ ２ ０

科 学 の す す ２ ０ ２

ン の の ン ２ ２ ０

学 ン ン シ プ ２

ン の の 学Ⅰ ２ ２ ０

ン の の 学Ⅱ ２ ０ ２

物 質 化 学 系 学 類 概 論 ② ２ ０

物 理 化 学 序 論 ② ０ ２

化 学 序 論 ② ２ ０

※ 化 学 学 実 験 Ⅰ ④ ０

※ 化 学 学 実 験 Ⅱ ④ ０

※ 化 学 学 １

※ ２ ０

化 学 学 論 ② ２ ０

論 Ⅰ ② ０ ２

論 Ⅱ ② ２ ０

論 ２ ０ ２

化 学 学 学 ② ０ ２

分 学 Ⅰ ② ０ ２

分 学 Ⅱ ２ ２ ０

学 Ⅰ ② ０ ２

学 Ⅱ ２ ２ ０

生 物 化 学 学 ２ ０ ２

学 Ⅰ ② ２ ０

学 Ⅱ ２ ０ ２

プ ロ ス 学 ２ ２ ０

プ ロ ス シ ス テ ム 学 ② ０ ２

化 学 ２ ０ ２

※ プ ロ ス ② ０ ２

化 学 学 Ⅰ ２ ２ ０

化 学 学 Ⅱ ２ ０ ２

分 化 学 ２ ２ ０

物 理 化 学 Ⅱ ２ ２ ０

※ 化 学 学 数 学 １ ０ ２

※ 化 学 学 Ⅰ １ ０ ２

※ 化 学 学 Ⅱ １ ２ ０

※ 化 学 学 ０ ２

化 学 ２ ０ ２

分 学 ２ ０ ２

化 学 ２ ０ ２

２ ０ ２

学 入 門 ２ ０ ２

専門科目の る科目 学 の単位 科目（第４年次 ） の 単位数の る

１ 科目 印の 科目 課程の学生 る科目 る を す
２ 科目 期 年次 る る
科目 線の 科目 年次 学生 をする 科目 る を す

1 1

1

1

1

履修単位
数を指定

（２）化学 学課程　専門科目 履修課程

学

科
目

1

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数
科
目

1

第 年次 第 年次第1年次 第 年次

単位

（必修１単
位を ）

　

年次

科目 履修を
指定する単位数

科目 履修
を指定する単位
数を
学 科目
A B の科
目 学
類の 課程専門
科目の ４単
位を修
単位 を修
する

単位

４単位

（必修４単
位 ）

４１単位

（必修
単位 ）

科
目 科　　　　目

1

11

11

1

1

学類
基盤
科目

1

1

化
学

学
課
程

B

A

1

1

1

1

1
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

微 積 分 学 Ⅰ ④ ４ ０

微 積 分 学 Ⅱ ② ０ ２

線 形 数 学 Ⅰ ② ２ ０

線 形 数 学 Ⅱ ④ ０ ４

微 分 程 ２ ２ ０

２ ２ ０

２ ２ ０

微 分 程 ２ ０ ２

２ ０ ２

数 ２ ２ ０

基 礎 Ⅰ ２ ２ ０

基 礎 Ⅱ ２ ０ ２

形 科 学 ２ ２ ０

物 理 学 A Ⅰ ② ０ ２

物 理 学 A Ⅱ ２ ２ ０

物 理 学 B ２ ２ ０

物 理 学 ２ ２ ０

物 理 学 実 験 ② ０ ４

物 理 学 ２ ２ ０

物 理 実 験 ② ４ ０

学 ２ ０ ２

基 礎 学 ２ ２ ０

基 礎 学 ２ ２ ０

化 学 A ② ２ ０

化 学 B ２ ０ ２

化 学 実 験 ② ４ ０

生 物 学 A ２ ２ ０

生 物 学 B ２ ０ ２

生 物 学 実 験 ２ ０ ４

シ ス テ ム 科 学 ２ ２ ０

４ ０ 前期 後期の

０ ４ を

情 報 シ ス テ ム 概 論 ２ ０ ２

ン テ ２ ２ ０

情 報 ２ ０ ２

ス 情 報 ２ ０ ２

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 ② ０ ２

　　前 必 履修 科目を す

２ の 　　　　　 印 科目 必 科目 を表 の科目を する前

　　 履修 の科目の履修 る科目を す

理
系
基
礎
科
目

単位

（必修２４
単位を

）

１ の（　　　　　）印 科目 （指定 科目）を表 の科目を する

単
位

（
○
印
必
修

）

履修を
指定する
単位数

第1年次 第 年次 第 年次 第 年次

（物理学実験）

生物学A
生物学B

学 実 験 ２

（ ） テ 学課程　専門基礎科目履修課程

科　　　　目

週　時　間　数
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

学 理 ② ２ ０

理 ② ０ ２

科 学 概 論 ２ ２ ０

学 概 論 ２ ２ ０

科 学 ２ ２ ０

ス ２ ２ ０

科 学 の す す ２ ０ ２

ン の の ン ２ ２ ０

学 ン ン シ プ ２

ン の の 学Ⅰ ２ ２ ０

ン の の 学Ⅱ ２ ０ ２

物 質 化 学 系 学 類 概 論 ② ２ ０

物 理 化 学 序 論 ② ０ ２

化 学 序 論 ② ２ ０

テ 学 実 験 Ⅰ ② ０ ４

テ 学 実 験 Ⅱ ② ４ ０

テ 学 実 験 ② ０ ４

テ 学 １２ １２

テ 学 基 礎 １ ０ ２

テ 学 Ⅰ １ ２ ０

テ 学 Ⅱ １ ０ ２

テ 学 １ ０ ２

２ ２ ０

物 質 の ２ ２ ０

２ ０ ２

実 ② ０ ４

物 質 論 ２ ０ ２

テ 学 基礎 ② ２ ０

２ ２ ０

２ ２ ０

化 学 Ⅰ ２ ２ ０

Ⅰ ２ ２ ０

物 Ⅰ ２ ２ ０

プ ロ ス ２ ０ ２

化 学 Ⅱ ２ ０ ２

Ⅱ ２ ０ ２

物 Ⅱ ２ ０ ２

科 学 ２ ０ ２

科 学 ２ ０ ２

テ 学 Ⅰ ２ ０ ２

テ 学 Ⅱ ２ ２ ０

化 学 ２ ０ ２

化 学 ２ ０ ２

プ ロ ス 学 ２ ２ ０

学 入 門 ２ ０ ２

ス ２ ０ ２

ロ ス ２ ２ ０

専門科目の る科目 学 の単位 科目（第４年次 ） の 単位数の る

１ 科目 印の 科目 課程の学生 る科目 る を す
２ 科目 期 年次 る る
科目 線の 科目 年次 学生 をする 科目 る を す

1 1

1

４４単位

（必修１
単位 ）

単位

11

1

1

1

1

1

1

1

1

1

（ ） テ 学課程　専門科目 履修課程

第 年次科
目

学

科
目

科
目

11

　

単
位

（
○
印
必
修

）

1

第 年次

テ

学
課
程

A

科目 履修を
指定する単位数

４単位

（必修４単
位 ）

履修単位
数を指定

第1年次 第 年次

週　時　間　数

科　　　　目

1

B

年次

学類
基盤
科目

1
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○教育目的 

複雑化、多様化、複合化する現代社会の工学システム中で、特に、高機能化、知能化、

システム化が求められる一般機械から航空機・宇宙機、船舶・海洋構造物・海洋資源環境

の分野において、人と環境が共存・共生する機械システム、航空宇宙システム、海洋シス

テムの確立を目指し、教育を実践する。その教育を通し、機械工学分野並びに航空宇宙工

学分野および海洋システム工学分野の基盤的技術の有機的な連携により、これらの分野の

重要な課題を主体的に認識し、その克服･解決を発想し得る豊かな素養、人間性、倫理観を

育み、全地球的な視野から人類の持続可能な発展と地球環境の保全との調和を目指す先端

的工学分野を開拓し、未来を担う人材を育成する。 

 

○教育目標 
1. 数学、物理学、及び情報科学に関する知識とそれらを工学に応用できる能力を育成

する。 

2. 航空宇宙工学、海洋システム工学、機械工学のいずれかの専門知識と技術を体系的

に学び、応用できる能力を育成する。 

3. 日本語で、航空宇宙工学、海洋システム工学、および機械工学のいずれかの文章を、

読み、書くことができ、論理的な議論ができる能力を身につける。 

4. グローバル化し、高度にネットワーク化された情報化社会に柔軟に対応できるよう

に、多面的に物事を考える能力とその素養を育成する。 

5. 国際的コミュニケーション能力を高め、異文化との交流を行う対話能力と自己表現

能力を育成する。 

6. 航空宇宙工学、海洋システム工学、機械工学のいずれかについて、社会および自然

に及ぼす影響や効果、およびこれらの分野の専門家、技術者が社会に対して負って

いる責任を理解し、具体例を通して倫理観とそれに基づく判断・行動能力を高める。 

7. 航空宇宙工学、海洋システム工学、機械工学のいずれかを利用して、社会の要求を

解決するための創造能力（デザイン能力）を育成する。 

8. 生涯学習の観点から、自主的、継続的に航空宇宙工学、海洋システム工学、機械工

学のいずれかについて、その応用を含む学問分野全般を学習できる能力を育成する。 

9. 与えられた制約のもとで計画的に仕事を進め、まとめる能力を育成する。 
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 教育目的 

 航空宇宙の専門分野を く めると に、全地球的な視野から物事を 合的に考え

る能力、およびシステムデザイン能力を育成するとともに、自主的、継続的に学習し、

可能性を り開く能力、 を 養し、未来を担う人材を育成する。 

 教育目標 

学類共通の教育目標に え、 の教育目標を る。 

 

1. 航空宇宙工学の専門知識と技術を体系的に学び、 の基 能力を身につける。 

 1 1 流体力学、 進工学の基  

 1 2 構造工学、 ・制 工学の基  

1 3 システム工学、宇宙環境利用工学の基  

2. 航空宇宙工学の基 および専門技術に関する知識を問題解決に応用し、システムデ

ザインできる能力を身につける。 

3. 生涯学習の観点から、自主的、継続的に航空宇宙工学とその応用を含む学問分野全

般を学習できる能力を身につける。 

 

 

 

 教育目的 

 海洋における人間 動に関 るす ての技術 、人間および環境との調和の に る

きとの基本理 のもとに、海洋における の人工システムに関する 、開発、

計、生 、 用を担う人材、および海洋環境の計 、保全、創造に 与できる人材を育

成する。 

 教育目標 

学類共通の教育目標に え、 の教育目標を る。 

 

1. 海に対する 情を育み、地球システムの中の海洋システムにおける人間 動の り

について考え、海洋に関 る技術者としての自 をもつ。 

2. 自ら問題を して解決できる自立した技術者としての基 能力を養い、海洋に関

る自然および人工システムに関する基 知識を習得する。 

3. 海洋に関 るさま まな問題を分 し、その本 を知る解 力と調和のとれた解を

くための 合化力を養う。 

4. の解 力と 合化力を して、海洋に関連する しいシステムを創造する能

力を養う。 
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 教育目的 

機械工学全般に たる い基 学理・基 知識を 分身に け、機械システム、

ネル ーシステムの高度機能化・知能化・高 性に対応した専門知識を 得するよう

な教育を行う。また、これらの学理・知識を基 として、国際的な視野と を持 、

人間としての倫理観を え、人・環境と共存・共生できる機械技術、機械システムの発

展を目指して、学際的な を含む い分野で できる 性と創造性の豊かな機械

技術者を育成する。 

 教育目標 

学類共通の教育目標に え、 の教育目標を る。 

 

1. 機械工学全般に たる い基 知識を身につける。 

2. 機械工学の高度な専門知識を身につける。 

3. 機械工学の基 知識、専門知識を利用して計画的、創造的に問題を解決し、成果と

してまとめるための能力を身につける。 
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

初 年 次 ゼ ミ ナ ー ル ② ２ ０

情報基礎（情報社会と情報倫理を含む。） ② ２ ０

Academic　 English　　ⅠA ② ２ ０

Academic 　English　　ⅡA ② ０ ２

Academic 　English　　ⅠB ② ２ ０

Academic　 English　　ⅡB ② ０ ２

Academic 　English　　Ⅲ ② ２ ０

Academic 　English　　Ⅳ ② ０ ２

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 朝 ） 入 門 A （ 基 礎 ） ２ ２ ０

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 朝 ） 初 級 A （ 基 礎 ） ２ ０ ２

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 朝 ） 入 門 B （ 会 話 ） ２ ２ ０

（ 独 ・ 仏 ・ 中 ・ 朝 ） 初 級 B （ 会 話 ） ２ ０ ２
（ 独 ・ 仏 ・ 中 ） 中 級 A Ⅰ （ 読 解 ・ Ecrit ・ 会 話 ） ２ ２ ０
（ 独 ・ 仏 ・ 中 ） 中 級 A Ⅱ （ 読 解 ・ Ecrit ・ 会 話 ） ２ ０ ２
（独・仏・中）中級BⅠ（会話・Oral・検定対策） ２ ２ ０
（独・仏・中）中級BⅡ（会話・Oral・検定対策） ２ ０ ２

朝 鮮 語 会 話 Ⅰ ２ ２ ０

朝 鮮 語 会 話 Ⅱ ２ ０ ２

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学 概 論 ２ ２ ０

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学 演 習 Ⅰ ２ ０ ２

健 康 ・ ス ポ ー ツ 科 学 演 習 Ⅱ ２ ０ ２

人 文 社 会 科 学 系 科 目

教 養 展 開 科 目

自 然 科 学 ・ 複 合 領 域 系 科 目

【注意事項】

・科目名称、配当期・配当年次は、変更されることがある。

・航空宇宙工学課程において、自由選択枠の中に大阪市立大学との単位互換科目（第４年

  次配当）を含むことができる。

・資格科目（教職）、外国語特別科目、海外語学研修科目、特例科目（卒業資格所要単位に読み替えた場合を除く）は
  進級要件及び卒業要件に含まれない。詳細については、「授業科目ガイド（高等教育推進機構提供科目）」参照。

機械系学類　共通教育科目、自由選択枠履修課程

科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

履修を
指定する
単位数

備　　考
第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

情報基礎科目 ２単位

外
　
国
　
語
　
科
　
目

英
語

１２単位

初
修
外
国
語

自由選択枠 他学類（他学域も含む）の専門科目あるいは卒業要件を超える共通教育科目 ４単位以上

・教養科目について
は、授業科目ガイド
参照。

共
　
通
　
教
　
育
　
科
　
目

導入科目 ２単位

独：ドイツ語
仏：フランス語
中：中国語
朝：朝鮮語

・初修外国語につい
ては、当該年度１言
語しか履修できな
い。
・各言語の入門AとB
及び初級AとBは
セットで受講するこ
と。

健康・
スポーツ
科学科目

教養科目

＊この６単位中には
初修外国語科目を
含めることができる。

１４
単位
以上

６単位
以上*

基
　
盤
　
科
　
目
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前
期

後
期

学 Ⅰ ４ ０

学 Ⅱ ② ０ ２

数 学 Ⅰ ② ２ ０

数 学 Ⅱ ０ ４

理 学 A Ⅰ ② ２ ０

理 学 A Ⅱ ② ０ ２

理 学 B ② ０ ２

理 学 ② ４ ０

学 A ２ ２ ０

学 B ２ ０ ２

学 ２ ０ ４

学 A ２ ２ ０

学 B ２ ０ ２

学 ２ ０ ４
学A また

は 学B

ス 科 学 ２ ２ ０

情 報 ス 概 論 ２ ０ ２

ラ ミ ン 入 門 ② ０ ２

【注意事項】

１ 備考 の 　　　　　 印で まれた科目は、 必要 科目 を し、 の科目を受講

　　する前に履修しておかな れ 、 の科目の履修が となる科目を す。

前
期

後
期

機械及び航空宇宙海 工学概論Ⅰ ② ２ ０

機械及び航空宇宙海 工学概論Ⅱ ② ０ ２

機械系学類　１年次履修課程

専門基礎科目履修課程

科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週時間数

履修を
指定する
単位数

第1年次
備　考

学類
基盤
科目

各課程の履
修課程 を

参照

理
系
基
礎
科
目

各課程の
履修課程

を参照

科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週時間数

履修を
指定する
単位数

第1年次

専門科目履修課程（学類基盤科目）

備　考
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

学 Ⅰ ４ ０

学 Ⅱ ② ０ ２

数 学 Ⅰ ② ２ ０

数 学 Ⅱ ０ ４

程 ２ ２ ０

複 解 ２ ２ ０

ト ル 解 ２ ２ ０

程 ２ ０ ２

フ ー 解 ２ ０ ２

数 解 ２ ２ ０

数 学 入 門 ２ ２ ０

学 入 門 ２ ２ ０

基 礎 Ⅰ ２ ２ ０

基 礎 Ⅱ ２ ０ ２

科 学 ２ ０ ２

理 学 A Ⅰ ② ２ ０

理 学 A Ⅱ ② ０ ２

理 学 B ② ０ ２

理 学 ２ ２ ０

理 学 ② ４ ０

理 学 演 習 ２ ２ ０

理 ２ ４ ０

解 学 ２ ０ ２

基 礎 学 ２ ２ ０

基 礎 学 ２ ２ ０

学 A ２ ２ ０

学 B ２ ０ ２

学 ２ ０ ４

学 A ２ ２ ０

学 B ２ ０ ２

学 ２ ０ ４

ス 科 学 ２ ２ ０

４ ０ 前期または後期の

０ ４ かを選択

情 報 ス 概 論 ２ ０ ２

ン ー ー ２ ２ ０

情 報 ッ ト ー ２ ０ ２

ー ー ス と 情 報 検 ２ ０ ２

ラ ミ ン 入 門 ② ０ ２

１ 備考 の（　　　　　）印で まれた科目は、（指定 科目）を し、 の科目を受講する

　　前に必 履修しておかな れ な ない科目を す。

２ 備考 の 　　　　　 印で まれた科目は、 必要 科目 を し、 の科目を受講する前

　　に履修しておかな れ 、 の科目の履修が となる科目を す。

理
系
基
礎
科
目

（１）航空宇宙工学課程　専門基礎科目履修課程

科　　　　目

週　時　間　数

履修を
指定する
単位数

６単位
以上

（必修２２
単位を含

む）（ 理学 ）

【注意事項】

備　　考

単
位

（
○
印
必
修

）

第1年次 第2年次 第3年次 第4年次

学A または
学B

学 ２
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

工 学 倫 理 ② ２ ０

倫 理 ② ０ ２

科 学 概 論 ２ ２ ０

機 械 工 学 概 論 ２ ２ ０

科 学 ２ ２ ０

イ ス ２ ２ ０

ナ 科 学 の す す め ２ ０ ２

ン のための イン ２ ２ ０

工 学 域 イ ン ー ン ッ ２

ン のための 学Ⅰ ２ ２ ０

ン のための 学Ⅱ ２ ０ ２

機械及び航空宇宙海 工学概論Ⅰ ② ２ ０

機械及び航空宇宙海 工学概論Ⅱ ② ０ ２

機 械 工 習 ② ４ ０

航 空 宇 宙 工 学 基 礎 ② ２ ０

航 空 宇 宙 工 学 Ⅰ ② ４ ０

航 空 宇 宙 工 学 Ⅱ ② ０ ４

ス ース ン ン セミナー ② ０ ２

航 空 宇 宙 工 学 卒 業 研 １２ １２

航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅰ １ ２ ０

航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅱ １ ０ ２

航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅲ １ ２ ０

航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅳ １ ０ ２

航 空 宇 宙 工 学 情 報 理 １ ０ ２

航 空 宇 宙 工 学 ② ４ ０

れ 学 ２ ２ ０

航 空 学 ２ ０ ２

学 ２ ２ ０

学 ２ ０ ２

学 ２ ０ ２

学 ２ ２ ０

航 空 宇 宙 推 進 工 学 ２ ０ ２

学 ２ ２ ０

航 空 機 構 学 ２ ０ ２

航 空 機 構 ２ ２ ０

構 イ ナ ミ ス ２ ０ ２

工 学 ２ ０ ２

工 学 Ⅰ B ２ ２ ０

工 学 Ⅱ B ２ ０ ２

航空宇宙機の 学と 導 ２ ０ ２

ス 工 学 Ⅰ ２ ０ ２

ス 工 学 Ⅱ ２ ２ ０

宇 宙 航 学 ２ ０ ２

宇 宙 工 学 ２ ２ ０

宇 宙 情 報 通 ス 工 学 ２ ０ ２

航 空 宇 宙 工 学 特 講 Ⅰ ２ ０ ２

航 空 宇 宙 工 学 特 講 Ⅱ ２ ２ ０

【注意事項】
１ 科目 に 印のついた科目は、当該課程の学 が受講できる科目であることを す。
２ 科目名称、配当期・配当年次は、変更されることがある。

科目名に の かれた科目は、配当年次に していない学 が として受講 をすることができない科目であることを す。

11

34

42

2

3

3

3

3

31

32

33

41

3

3

12

１４単位

６単位

４単位
以上

４単位
以上

４単位
以上

科目 中 履修を
指定する単位数

備　考

年次配当

第4年次

週　時　間　数

第1年次 第2年次

４単位
以上

（必修４単
位含む）

科目 中 履
修を指定する単
位数を たした

え、学域共通
科目、B
中の科目お
び 学類の
他課程専門科
目の中か ６単
位を修 し、

単位以上
を修 するこ
と。

（１）航空宇宙工学課程　専門科目 履修課程

学
域
共
通
科
目

1

2

3

科
目 科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

4

６単位
以上

（必修２単
位含む）

1

1

科
目 第3年次

1

学類
基盤
科目 3

11

1

2

航
空
宇
宙
工
学
課
程

A

B

2

1

1

1

13

14

2

2

2

21

４単位
以上

６単位
以上

43

1

1

2

22

4

24

2

23

E

2

履修単位
数を指定
しない
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

学 Ⅰ ４ ０

学 Ⅱ ② ０ ２

数 学 Ⅰ ② ２ ０

数 学 Ⅱ ０ ４

程 ２ ２ ０

複 解 ２ ２ ０

ト ル 解 ２ ２ ０

程 ２ ０ ２

フ ー 解 ２ ０ ２

数 解 ２ ２ ０

数 学 入 門 ２ ２ ０

学 入 門 ２ ２ ０

基 礎 Ⅰ ２ ２ ０

基 礎 Ⅱ ２ ０ ２

科 学 ２ ０ ２

理 学 A Ⅰ ② ２ ０

理 学 A Ⅱ ② ０ ２

理 学 B ② ０ ２

理 学 ② ２ ０

理 学 ② ４ ０

理 学 演 習 ２ ２ ０

理 ２ ４ ０

解 学 ２ ０ ２

基 礎 学 ２ ２ ０

基 礎 学 ２ ２ ０

学 A ２ ２ ０

学 B ２ ０ ２

学 ２ ０ ４

学 A ２ ２ ０

学 B ２ ０ ２

学 ２ ０ ４

ス 科 学 ２ ２ ０

４ ０ 前期または後期の

０ ４ かを選択

情 報 ス 概 論 ２ ０ ２

ン ー ー ２ ２ ０

情 報 ッ ト ー ２ ０ ２

ー ー ス と 情 報 検 ２ ０ ２

ラ ミ ン 入 門 ② ０ ２

１ 備考 の（　　　　　）印で まれた科目は、（指定 科目）を し、 の科目を受講する

　　前に必 履修しておかな れ な ない科目を す。

２ 備考 の 　　　　　 印で まれた科目は、 必要 科目 を し、 の科目を受講する前

　　に履修しておかな れ 、 の科目の履修が となる科目を す。

理
系
基
礎
科
目

（２）海 ス 工学課程　専門基礎科目履修課程

科　　　　目

週　時　間　数

備　　考
履修を

指定する
単位数

６単位
以上

（必修２４
単位を含

む）

第4年次

（ 理学 ）

学A または
学B

【注意事項】

単
位

（
○
印
必
修

）

第1年次 第2年次 第3年次

学 ２
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前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

工 学 倫 理 ② ２ ０

環 境 倫 理 ② ２ ０

環 境 科 学 概 論 ２ ２ ０

機 械 工 学 概 論 ２ ２ ０

放 射 光 科 学 ２ ２ ０

一 般 電 子 デ バ イ ス ２ ２ ０

ナ ノ 科 学 の す す め ２ ０ ２

エンジニアのためのキャリアデザイン ２ ２ ０

工 学 域 イ ン タ ー ン シ ッ プ ２

エンジニアのための経済学Ⅰ ２ ２ ０

エンジニアのための経済学Ⅱ ２ ０ ２

機械及び航空宇宙海洋工学概論Ⅰ ② ２ ０

機械及び航空宇宙海洋工学概論Ⅱ ② ０ ２

※ 機 械 工 作 実 習 ② ４ ０

※ 海 洋 シ ス テ ム 工 学 基 礎 演 習 ① １ ０

※ 海洋システム工学プロジェクト演習Ⅰ ① ２ ０

※ 海洋システム工学プロジェクト演習Ⅱ ① ０ ２

※ 海 洋 プ ロ グ ラ ミ ン グ 演 習 ① ０ ２ [プログラミング入門][数値解析]

海 洋 計 測 ② ０ ２ [確率統計基礎Ⅰ]

※ 海 洋 シ ス テ ム 工 学 実 験 ② ４ ０ [海洋システム工学プロジェクト演習Ⅰ・Ⅱ]

※ 海 洋 シ ス テ ム 工 学 総 合 演 習 ① ０ ２ [線形数学Ⅰ・Ⅱ][微積分学Ⅰ・Ⅱ]

[物理学AⅠ][物理学C]

[常微分方程式][偏微分方程式]

[フーリエ解析][複素解析]

[ベクトル解析]

※ 海 洋 シ ス テ ム 工 学 卒 業 研 究 ⑥ ８ １６

海 洋 シ ス テ ム 工 学 基 礎 ② ２ ０ [微積分学 I・II][線形数学 I・II]

材 料 力 学 Ｂ ② ０ ２ [常微分方程式]

構 造 力 学 Ⅰ ２ ２ ０

構 造 力 学 Ⅱ ２ ０ ２

海 洋 空 間 利 用 工 学 ２ ２ ０

振 動 工 学 Ｂ ② ０ ２ [常微分方程式]

浮 体 運 動 学 ２ ２ ０

流 体 力 学 Ⅰ Ａ ② ０ ２ [偏微分方程式][複素解析]

流 体 力 学 Ⅱ Ａ ２ ２ ０

流 体 力 学 Ⅲ ２ ０ ２

船 舶 流 体 力 学 ２ ０ ２

シ ス テ ム 工 学 Ⅰ Ｂ ② ２ ０ [数値解析][ベクトル解析]

シ ス テ ム 工 学 Ⅱ Ｂ ２ ０ ２

シ ス テ ム 設 計 工 学 Ａ ２ ２ ０

海 洋 環 境 学 ② ０ ２ [数値解析]

海 洋 生 態 工 学 ２ ０ ２

海 洋 情 報 処 理 ２ ０ ２

海 洋 物 理 学 ２ ２ ０

海 洋 資 源 工 学 ２ ２ ０

海洋システム工学科学技術英語 ② ２ ０

船 舶 工 学 特 殊 講 義 ２ ０ ２

海 洋 工 学 特 殊 講 義 ２ 0 ２

◎専門科目の中に記載されている科目以外に、大阪市立大学との単位互換科目（第４年次配当）があり、卒業要件の総計単位数の中に含むことができる。

【注意事項】
１．備考欄の[　　　　　]印で囲まれた科目は、[必要先行科目]を表し、その科目を受講する前に履修しておかなければ、その科目の
　　履修が困難となる科目を示す。
２．科目番号欄に※印のついた科目は、当該課程の学生だけが受講できる科目であることを示す。
３．科目名称、配当期・配当年次は、変更されることがある。
４．科目名に下線の引かれた科目は、配当年次に達していない学生が原則として受講申請をすることができない科目であることを示す。

936

科目群中より履
修を指定する単
位数を満たした
うえ、学域共通
科目、課程専門
科目および同一
学類の他課程専
門科目（４単位ま
で）の中から６単
位を修得し、総
計５８単位以上を
修得すること。

938

937

912

４２単位
以上

（必修２９
単位含む）

926

927

928

930

931

932

940

929

911

934

海
洋
シ
ス
テ
ム
工
学
課
程

924

913

915

916

917

914

923

918

919

920

933

939

921

922

925

935

8

学類
基盤
科目

71

６単位72

73

４単位
以上

（必修４単
位含む）

10

11

9

4

5

6

7

３年次配当

学
域
共
通
科
目

3

1

2

（２）海洋システム工学課程　専門科目標準履修課程

科
目
番
号

科　　　　目

単
位

（
○
印
必
修

）

週　時　間　数

第1年次 第2年次 第3年次 第4年次科
目
群

備　　　考
科目群中より履修を

指定する単位数
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期

後
期

前
期
後
期

微 積 分 学 Ⅰ ④ ４ ０

微 積 分 学 Ⅱ ② ０ ２

線 形 数 学 Ⅰ ② ２ ０

線 形 数 学 Ⅱ ④ ０ ４

常 微 分 方 程 式 ２ ２ ０

複 素 解 析 ２ ２ ０

ベ ク ト ル 解 析 ２ ２ ０

偏 微 分 方 程 式 ２ ０ ２

フ ー リ エ 解 析 ２ ０ ２

数 値 解 析 ２ ２ ０

代 数 学 入 門 ２ ２ ０

幾 何 学 入 門 ２ ２ ０

確 率 統 計 基 礎 Ⅰ ２ ２ ０

確 率 統 計 基 礎 Ⅱ ２ ０ ２

図 形 科 学 ２ ０ ２

物 理 学 A Ⅰ ② ２ ０

物 理 学 A Ⅱ ② ０ ２

物 理 学 B ② ０ ２

物 理 学 C ２ ２ ０

物 理 学 実 験 ② ４ ０

物 理 学 演 習 ２ ２ ０

応 用 物 理 実 験 ２ ４ ０

解 析 力 学 ２ ０ ２

基 礎 量 子 力 学 ２ ２ ０

基 礎 統 計 力 学 ２ ２ ０

化 学 A ２ ２ ０

化 学 B ２ ０ ２

化 学 実 験 ２ ０ ４

生 物 学 A ２ ２ ０

生 物 学 B ２ ０ ２

生 物 学 実 験 ２ ０ ４

地 球 シ ス テ ム 科 学 ２ ２ ０

４ ０ 前期または後期の

０ ４ どちらかを選択

情 報 シ ス テ ム 概 論 ２ ０ ２

コンピュータアーキテクチャ ２ ２ ０

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク ２ ０ ２

デ ー タ ベ ー ス と 情 報 検 索 ２ ０ ２

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 ② ０ ２

１．備考欄の（　　　　　）印で囲まれた科目は、（指定先行科目）を表し、その科目を受講する

　　前に必ず履修しておかなければならない科目を示す。

２．備考欄の[　　　　　]印で囲まれた科目は、[必要先行科目]を表し、その科目を受講する前

　　に履修しておかなければ、その科目の履修が困難となる科目を示す。

ただし、備考欄に
「◎」のついた７科
目から８単位以上
修得しなければな
らない。
また、備考欄に
「◎」のついた７科
目と必修の９科目
の合計１６科目を
除く２２科目から４
単位以上修得し
なければならな
い。

３６単位
以上

（必修２２単位を
含む）

理
系
基
礎
科
目

（３）機械工学課程　専門基礎科目履修課程

科　　　　目

週　時　間　数

備　　考
履修を指定する
単位数

第4年次

（物理学実験）

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

【注意事項】

単
位

（
○
印
必
修

）

第1年次 第2年次 第3年次

[生物学A]または
[生物学B]

地 学 実 験 ２
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前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期
前
期
後
期

工 学 理 ② ２ ０

理 ② ０ ２

科 学 概 論 ２ ２ ０

科 学 ２ ２ ０

子 デ ス ２ ２ ０

科 学 の す す ２ ０ ２

エン アのた のキャリアデ ン ２ ２ ０

工 学 ン タ ー ン シ ッ プ ２

エン アのた の 学Ⅰ ２ ２ ０

エン アのた の 学Ⅱ ２ ０ ２

機械 工学概論Ⅰ ② ２ ０

機械 工学概論Ⅱ ② ０ ２

機 械 工 実 習 ② ０ ４

機 械 計 図 演 習 Ⅰ ② ４ ０

※ 機 械 計 図 演 習 Ⅱ ② ０ ４

※ 機 械 工 学 実 験 Ⅰ ② ４ ０

※ 機 械 工 学 実 験 Ⅱ ② ０ ４

※ 機 械 工 学 合 演 習 Ⅰ ２ ０

※ 機 械 工 学 合 演 習 Ⅱ ０ ２

※ 機 械 工 学 ８ １６

機 械 工 学 ② ２ ０

力 学 入 門 ② ０ ２

力 学 入 門 ② ０ ２

機 械 力 学 入 門 ② ０ ２

力 学 Ⅰ ② ２ ０

力 学 ２ ２ ０

力 学 ２ ２ ０

機 械 力 学 ２ ２ ０

機 械 計 ２ ２ ０

工 理 ２ ２ ０

シ ス テ ム 学 Ⅰ ２ ２ ０

力 学 Ⅱ ２ ０ ２

シ ス テ ム 計 工 学 ２ ０ ２

機 械 ２ ０ ２

機 械 計 工 学 ２ ０ ２

工 学 ２ ２ ０

工 学 ２ ０ ２

工 学 ２ ０ ２

シ ス テ ム 学 Ⅱ ２ ０ ２

工 学 ２ ２ ０

生 シ ス テ ム 工 学 ２ ２ ０

力 学 ２ ２ ０

エ ネ ル ー シ ス テ ム 工 学 ２ ２ ０

エ ネ ル ー 工 学 ２ ２ ０

機 械 工 学 ２ ２ ０

機 械 工 学 講 ２ ２ ０

プ ロ ク シ ン 工学 ２ ２ ０

◎専門科目の に れている科目以 に、 学との単位 科目（第４年次 ）が 、 要 の 計単位数の に含む とがで る。

【注意事項】
１．科目 欄に 印のついた科目は、 課程の学生だけが受講で る科目で る とを示す。
２．科目 、 期 年次は、 れる とが る。
３．科目 に 線の かれた科目は、 年次に していない学生が として受講 をする とがで ない科目で る とを示す。

８単位
以上

1 2

1 2

1 22

1 23

1 44

1 24

1 2

1 3

1 3

1 3

1 41

1 42

1 2

1 2

1 31

科目 履
修を指定する
単位数を たし
た 、学
科目、B、C
の科目お
学

の 課程専門
科目の から４
単位を修得し、
計 ８単位以

上を修得する
と。

1 11

1 12

1 13

1 14

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 2

1 21

備　考

３年次

科目 履修を
指定する単位数

1

第4年次
科　　　　目

週　時　間　数

第1年次
科
目

４単位
以上

（必修４単
位含む）

1

６単位

単
位

（
○
印
必
修

）

（３）機械工学課程　専門科目 履修課程

機
械
工
学
課
程

A

B

C

学

科
目

学
基
科目

第2年次 第3年次

11

１６単位

２０単位
以上
（必修１０
単位を含
む）

科
目

1 43

2

1

2

3

1 3

1 4

3

1 32

1 33

1 34

1 3

1 3
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表６　　教職用に開設している専門基礎科目、専門科目（標準履修課程記載以外の科目）

課 程 名 科目名（科目区分） 注　　意

情報工学課程 情報と職業（専門科目）

代数学入門（専門基礎科目）

幾何学入門（専門基礎科目）

職業指導（専門科目）

電子物理工学課程 職業指導（専門科目）

応用化学課程 職業指導（専門科目）

化学工学課程 職業指導（専門科目）

マテリアル工学課程 職業指導（専門科目）

航空宇宙工学課程 職業指導（専門科目）

幾何学（専門科目）

職業指導（専門科目）

幾何学（専門科目）

職業指導（専門科目）

左記の科目は、各課程がそれぞれ
教職用に開設している科目です。
受講しても進級要件及び卒業要件
に含まれません。

電気電子システム工学課程

海洋システム工学課程

機械工学課程
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表７ 電気事業法の規定に基づく科目 

【電気電子システム工学課程】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎印は必修科目 ○印は選択科目 

区  分  授 業 科 目 名 履修単位 備考 

① 

理 

論 

◎ 

科 

目 

電磁気学ⅠＡ 2  

電磁気学ⅡＡ 2  

電気回路Ａ 2  

電気回路Ｂ 2  

電気電子計測 2  

電気電子システム工学基礎実験 2  

小    計 12  

○ 

科 

目 

電気数学 2  

電子回路Ａ 2  

半導体エレクトロニクス 2  

電磁波工学 2  

通信システム 2  

小    計 10  

計  22  

② 

電 

力 

 

◎ 

科 

目 

エネルギー工学 2  

電力工学 2  

電気電子システム工学実験I 2  

小    計 6  

○ 

科 

目 

エネルギーシステム工学 2  

エネルギー変換工学 2  

電力システム工学 2  

小    計 6  

計  12  

③ 

機 

械  

◎ 

科 

目 

電気機器工学 2  

パワーエレクトロニクス 2  

制御工学ⅠＡ 2  

制御工学ⅡＡ 2  

電気電子システム工学実験Ⅱ 2  

小    計 10  

○ 

科 

目 

電気化学 2  

光波電子工学 2  

情報理論Ｂ 2  

符号理論 2  

電気応用設計および演習 2  

小    計 10  

計  20  

④ 

法 

規 

◎ 

科 

目 

電気法規 2  

小    計 2  

計  2  

合   計  56  
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表８ 無線従事者規則に基づく科目 

【電気電子システム工学課程】 

 
 

区分 卒業者の履修する科目及び時間数等    

基 

礎 

専 

門 

教 

育 

科 

目 

認定科目 履修科目名 取得単位 時間 備考 

数  学 

微積分学Ⅰ 4 60  

微積分学Ⅱ 2 30  

フーリエ解析 2 30  

常微分方程式 2 30  

偏微分方程式 2 30  

複素解析 2 30  

数値解析 2 30  

確率統計基礎Ⅰ 2 30  

情報理論Ｂ 2 30  

（210時間以上） 小  計 20 300  

物  理 

物理学Ｂ 2 30  

物理学実験 2 60  

物理学IＡ 2 30  

物理学ⅡＡ 2 30  

物理学演習 2 30  

応用物理実験 2 60  

基礎量子力学 2 30  

（105時間以上） 小  計 14 270  

電気磁気学 

電気数学 2 30  

電磁気学ⅠＡ 2 30  

電磁気学ⅡＡ 2 30  

電磁波工学 2 30  

（120時間以上） 小  計 8 120  

半導体及び電子管並び

に電子回路の基礎 

電子回路Ａ 2 30  

半導体エレクトロニクス 2 30  

光エレクトロニクス 2 30  

（90時間以上） 小  計 6 90  

電気回路 

電気回路Ａ 2 30  

電気回路Ｂ 2 30  

光波電子工学 2 30  

通信システム 2 30  

制御工学IＡ 2 30  

（120時間以上） 小  計 10 150  

電気磁気測定 

電気電子計測 2 30  

電気電子システム工学基礎実験 2 60  

電気電子システム工学実験I 2 60  

電気電子システム工学実験Ⅱ 2 60  

電気応用設計および演習 2 30  

（180時間以上） 小  計 10 240  

計 68 1170  
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【電子物理工学課程】 
区分 卒業者の履修する科目及び時間数等    

基 

礎 

専 

門 

教 

育 

科 

目 

認定科目 履修科目名 取得単位 時間 備考 

数  学 

微積分学Ⅰ 4 60  

微積分学Ⅱ 2 30  

フーリエ解析 2 30  

常微分方程式 2 30  

偏微分方程式 2 30  

複素解析 2 30  

数値解析 2 30  

確率統計基礎Ⅰ 2 30  

（210時間以上） 小  計 18 270  

物  理 

物理学Ｂ 2 30  

物理学実験 2 60  

物理学IＡ 2 30  

物理学ⅡＡ 2 30  

物理学演習 2 30  

応用物理実験 2 60  

基礎量子力学 2 30  

統計物理学ⅠＡ 2 30  

（105時間以上） 小  計 16 300  

電気磁気学 

電磁気学ⅠＢ 2 30  

電磁気学ⅡＢ 2 30  

電磁波 光学 2 30  

電磁気学演習 2 30  

量子力学ⅠＡ 2 30  

量子力学ⅡＡ 2 30  

（120時間以上） 小  計 12 180  

半導体及び電子管並び

に電子回路の基礎 

積回路 ス 2 30  

気体エレクトロニクス 2 30  

電子回路Ｂ 2 30  

光エレクトロニクス 2 30  

半導体エレクトロニクス 2 30  

体エレクトロニクス 2 30  

（90時間以上） 小  計 12 180  

電気回路 

電気回路 門 2 30  

ーエレクトロニクス 2 30  

量子 ス 2 30  

光 ス 2 30  

（120時間以上） 小  計 8 120  

電気磁気測定 

電子物理工学実験Ⅰ 2 60  

電子物理工学実験Ⅱ 2 60  

電子物理計測 2 30  

電気応用設計および演習 2 30  

（180時間以上） 小  計 8 180  

計 74 1230  
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( ) 

第１条 この規程は、 学学則( 成 17 年公 学法 学規程第 47 号 以下 学

則 という。)第 31 条第１項の規定に基 き、 学において する授業科目の履修に

し必要な事項を定める。 

( 科目等) 

第２条 授業科目の 及び する学域、 等教育 構は、別表 1のとおりとする。 

(必修、 及び 由科目の ) 

第３条 する授業科目の単位、必修科目、 科目及び 由科目の その他履修に必要な事項

は、 学 代 科学域規程、 学 学域規程、 学生 科学

域規程、 学 域保 学域規程(以上を して 学域規程 という。)及び 等教育

構規程並びに履修要項で定める。 

２ 格科目の履修に必要な事項は、 格科目履修要項で定める。 

３ 学則第 34 条第１項及び第 35 条第１項の規定により 学の学生が履修することができる

他の 学等の授業科目及び単位は、学域規程及び 等教育 構規程において定める。 

(外 学生に対する 科目の ) 

第 条 外 学生のための 教育科目の履修の の授業科目(以下 科目 という。)及

び単位は別表２のとおりとする。 

２ 科目は、 等教育 構が する。 

３ 科目の履修により修得した単位は、別表２ に掲げる科目の単位に代えることができる。 

( 由 ) 

第 条 学域規程により 由 として定める単位を修得した場合は、これを卒業所要単位として

単位 で算 することができる。 

２ 由 として定めることができる科目は、他学域の 科目並びに学域の他の学 が す

る 科目、 教育科目及び 代 科学域規程において定める他学 科目とする。 

３ 前項に規定する他学域の 科目及び学域の他の学 が する 科目について、学生が履修

できる授業科目の 及び単位については、別に定める。 

(受講申請) 

第６条 学生は、履修する授業科目を定めて所定の時期に受講の申請を行い、担当教 の承認を受け

なければならない。 

２ 授業時間が する２以上の授業科目の受講を申請することはできない。 

(履修科目の受講申請の上 ) 

第 条 学生が 1年間に履修科目として受講申請することができる単位数は、 由科目及び 科目

のうち別に定める科目を き、年間 50 単位 でとする。ただし、１年次においては、前期 24 単位、

期 26 単位 でとし、２年次以 の前期及び 期の単位数については、履修要項において定める。 

２ 前項の規定に わら 、教育 程の 成上やむを得ない場合に り、２年次以 の 定の学年に

おいて、年間 50 単位を えて上 を定めることができる。 

３ 所定の単位を れた成績をもって修得した学生については、前２項に規定する単位数の上 を

えて履修科目の受講申請を認めることができる。 

授業の方法  

第 条 授業は、学則第32条第１項に規定する方法により行うものとする。 

２ 学則第 32 条第２項の規定に基 き、 な を 度に 用して、 の教 にお

いて、 時かつ 方 の授業を行う場合がある。 

３ 前項に規定する授業の授業科目の 及び単位数は、別に定める。 
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(単位算定基準) 

第 9 条 授業科目の単位の算定は、１単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成

することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を

考慮して、次に掲げる基準により単位数を計算するものとする。ただし、卒業論文、卒業研究等の

授業科目については、これらの学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合

には、これらに必要な学修等を考慮して学域規程の定めるところにより、単位を算定することがで

きる。 

(１) 講義及び演習については、15 時間から 30 時間の授業をもって１単位とする。 

(２) 実験、実習及び実技については、30 時間から 45 時間の授業をもって 1単位とする。 

(３) 一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行

う場合については、その組み合わせに応じ、前２号に規定する基準を考慮して 1単位とする。 

(成績評価基準等の明示) 

第 10 条 授業の方法及び内容並びに１年間の授業の計画は、学生に対してあらかじめ明示するものと

する。 

２ 学修の成果に係る評価及び卒業の認定にあたっては、客観性及び厳格性を確保するため、学生に

対してその基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準にしたがって適切に行うものとする。 

(試験) 

第 11 条 学修の評価は、試験により行う。ただし、授業科目により、他の方法をもって試験に代える

ことができる。 

(試験の時期) 

第 12 条 試験は、学期末又は学年末に行う。ただし、授業担当者が必要と認めるときは、随時に行う

ことができる。 

(試験の時期等の公示) 

第 13 条 試験を行う授業科目、日時その他必要な事項は、その都度公示するものとする。 

(成績の評価) 

第 14 条 成績は、100 点満点とする点数で次表のとおり評価し、60 点以上を合格とする。 

評語 GP 点数 

A＋ 4 100 点以下 90 点以上 

A 3 90 点未満 80 点以上 

B 2 80 点未満 70 点以上 

C 1 70 点未満 60 点以上 

D 0 60 点未満 

(再試験) 

第 15 条 不合格となった科目については、再試験を行うことがある。 

(追試験) 

第 16 条 病気、その他やむを得ない理由により試験を欠席した場合には、追試験を行うことがある。 

(単位の授与) 

第 17 条 第６条第１項の規定による受講の承認を得て試験に合格した者には、所定の単位を与えるも

のとする。 

(不合格者及び未受験者の再履修) 

第18条 試験に合格しなかった者及び試験を受けなかった者が当該授業科目を再履修しようとすると

きは、改めて第６条第１項の規定により受講を申請しなければならない。 

 

 

附則          略 

別表          略 
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Ⅴ．大阪府立大学工学域規程 

（ ） 

第１条 この規 は、大阪府立大学学則第５条第３項の規定に基 、 学域（以 学域 という。）に

関し必要な事項を定める。 

（教育目 ） 

第２条 科学と の 合領域 ある 学において、 理の 究と の を し、自然 と す

る科学 の 展を り、 可 な社会の 展と文化の に することを の基 の理 とする。

この理 の と 教育を し、 い 合 及び 学 の専門 に基 いて を認 し、

し、 する基 な を い、 と を ばし、 な教養、 い 理 と専門 を

えた人 を育 する。 

（学類及び ） 

第３条 学域に 学類及び は、次のとおりとする。 

学  類     

電気電子系学類 

 

 

情報 学  

電気電子 ス 学  

数理 ス  

電子物理 学  

物質化学系学類 

 

 

化学  

化学 学  

ル 学  

機械系学類 

 

 

学  

ス 学  

機械 学  

２ 学類及び の教育目 及び教育目 は、履修要項において定める。 

３ 専 とは別に い領域を学 専 を ことが る。 

４ 前項の 専 に必要な事項については、履修要項において定める。 

（入学者の選考） 

第４条 入学者の選考は、教授会において行う。 

（所 する の 定） 

第５条 学生が２年次 ら所 する は、学生の 望及び学業 の他学域が定める要件に基 いて、

教授会において選考の上、学域長が 定する。 

２ 前項に規定する要件及び選考の時期は、履修要項において定める。 

（授業科目） 

第６条 学生が履修する授業科目は、共通教育科目、専門基礎科目及び専門科目とする。 

２ 前項に定める のの 、学生は、 科目を履修することが る。 

（授業科目及び単位） 

第 条 学域が開設する専門基礎科目及び専門科目の授業科目及び の単位は、別 のとおりとする。 

２ 大阪府立大学学則第 4条に規定する他の大学又は 期大学における科目の履修に関し、学生が履修

る授業科目と の単位は別に定める。 

（授業科目の履修） 

第８条 授業科目の履修に関し必要な事項は、大阪府立大学履修規 （以 履修規 という。）及びこ

の規 に定める のの 、履修要項において定める。 

２ 履修規 第 条第３項に規定する所定の単位を れた を って修得した学生の選定は、教授会の

議を経て、学域長が行う。 

（ 要件） 

第 条 ４年次に するためには、履修要項の定めるところにより、 2 単位以上を修得しなければな

らない。 
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（卒業要件） 

第１０条 卒業するためには、履修要項の定めるところにより、次の単位を修得しなければならない。 

２ 自由選択枠として認める単位は、共通教育科目の所要単位を超えて修得した単位並びに他学類又は他

学域が開設する専門科目を履修し修得した単位とする。 

(早期卒業) 

第１１条 大阪府立大学学則第48条第2項に規定する卒業に関し必要な事項は、教授会が別に定める。 

(前期終了時の卒業) 

第１２条 修業年限以上在学し、学年の前期終了時に第１０条に規定する卒業要件を満たした者について

は、教授会の議を経て、当該前期終了時に学長が、卒業を認める。 

２ 前項の場合において、学生は所定の時期に学域長あてに申請を行わなければならない。 

(転学域) 

第１３条 転学域は、教授会及び学生が志望する学域の教授会の承認があった場合に限り、学長が、これ

を許可する。 

(転学類) 

第１４条 転学類は、教授会の承認があった場合に限り、学域長が、これを許可する。 

(科目等履修生、研究生及び特別聴講学生) 

第１５条 科目等履修生、研究生及び特別聴講学生の選考は、教授会において行う。 

 

 

附  則         略 

 

               別  表         略 

科目／学類 電気電子系学類 
物質化学系 

学類 
機械系学類 

共
通
教
育
科
目 

導入科目 初年次ゼミナール ２単位 ２単位 ２単位 

教養科目 

人文社会科学系科目 ６ 
単位 

１４ 
単位 

６ 
単位 

１４
単位 

６ 
単位 

１４
単位 

教養展開科目 

自然科学・複合領域系科目 ― ― ― 

基盤科目 

外国語科目（初修外国語） ― ― ― 

健康・スポーツ科学科目 ― ― ― 

外国語科目（英語） １２単位 １２単位 １２単位 

情報基礎科目 ２単位 ２単位 ２単位 

専門基礎科目 理系基礎科目 ３６単位 ３６単位 ３６単位 

専門科目 ５８単位 ５８単位 ５８単位 

自由選択枠 ４単位 ４単位 ４単位 

合計単位数 １２８単位 １２８単位 １２８単位 
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大阪府立大学 工学域 

教育推進課 教務グループ 

ＴＥＬ ０７２－２５４－７５１１（直通） 

ＦＡＸ ０７２－２５４－８３４９ 

http://www.osakafu-u.ac.jp/academics/college/ce/index.html 




